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Larch Cone Maggot，めIlemya laricicola KARL (Diptera : Muscidae) 

要 旨: 1964 年から 1967 年にわたり，カラマツ球果の害虫について調査した。をの結果， ;)輔の
害虫を確認したが，最も著しい寄を与えるものはカラマツタネパエ HJ咋mya laricico/a であると

とが判明したっ本種はヨーロッバ， シペりア，朝鮮半島北部に分布し， SEITNER (1929) , ZONOVA 
(1 935)，細谷 (1943) らにより記録されているが，日本本土における分布は今回の調査によって，は
じめて明らかにされた。本種は Larix 属の球果のみに寄生し，本州 11I ・北部およこF北海道のカラマ
ツ球果の結実がみられる地墳に分布し， その寄生をうけた球果ではほとんどの種子が食害されるた
め，寄生率の高い場合は種子の収量が著しく縮ずる。寄生皐は前年にくらべ球果の結実量が多い年に
はひ〈く，逆!と前年より結実 ~1の少ない年にはきわめて高くなる。通常 1 世代の完了に満 1 {fを要す

るが，一部のものは 2年かかる門成虫は早春から出現し，産卵は 4 月 ljl ，下旬から始まるが，乙の1 年
j聞はカラマツ花粉飛散の終了JUJ と一致する。産卵は若球果の表而が菅りんにおおわれている I I\Jは北球
果の下iとある芽りんの聞に，極りんが表面をおおうようになると開りんの|同障に行なわれる 3 卵期Ii\J
は約11 日，幼虫は春から夏のはじめまでみられ，夏期以降翌春までは，大部分のものは地中で，一部
のものは加害球果の中で踊の状態で経過する。卵期の死亡率はきわめて低いの幼虫期の死亡率も一般
的には低いが，高密度の場合lζは若齢幼虫期の死亡率は相当に高まる。踊の死亡率は高い。本種のllN.
体数は当年結実の球果数によってその上限をおさえられており，乙のととが個体数の変動lと大きく働
いているようである。

本研究!とおいては，日本本土において新しく記録されたカラマツタネパエについてその形態の概略
を記したほか，分布，加害状況，生活史，行動等の概要を明らかにしたが，その中でとくにその幼虫
が特異の発育過程をたどる点は注目される。
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I まえカでき

近年，林木育種事業の進展lとともない，自然結実をまって林木の種子を採取するだけでなく，形質のす

ぐれた優良林分を採取林に指定し， J， l:的，質的 lと結実を向上させるような処理を施し，よいタネを大量に

とる試みが行なわれる一方， 採種国の造成が着々とすすめられている。乙のような状況から， 花芽， 球

果，種子等に加害する昆虫が林業技術者の注意を引くようになってきたc

カラマツはほぼ数年の間隔をおいて程子の豊作の年があり，その年!と大量に:種子を採取し次の豊作年

まで貯えながら消費する方策がとられてきた。ととろが，最近はやや豊作といわれた1956年以来， 10年間

以上も凶作続きで，カラマツ酋木の生産地では種子の不足に悩まされている=乙のカラマツ種子の不足を

補い，また，林木育種上の成果を日めるために，施I!巴間伐，環状剥.皮などの結宅促進処理が研究され，

一部ではすでに事業的にも実施されつつあるコまた，カラマツ採種菌も各地!こ造成されており，種子の採

取が可能な採種園もあるといわれている。

ととろで，このように自然結実の豊作を待って種子を得た段階から，人為的に結実を促進させる段階に

発展してきた結果，これまでには気がつかなかったいろいろの虫害があきらかになってきた。モして，促

進処理を行なって結実させた球果や，局部的 l乙自然結実した球呆には虫害のために種子の収量歩止りが非

常!と悪くなっている例がしばしばみられるよう!となり，各関係機関において大きな問題!とされるようにな

った。乙のため， 1964年から 1967年まで，農林省林業試験場昆虫第一研究室および木曽分場保謎研究室が

共同して，カラマツ球果の害虫の調査研究を行なうことになった=
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現在までにカラマツマダラメイガ，カラマツヒメハマキなどのカラマツの食挺性害虫として知られてい

る小蛾類の幼虫が若い球果をも食害する乙と，また，タマパエ科の幼虫 1 種，および小蛾類の一種である

Lobesia sp. が球果や種子を食害していることが確かめられたが， それにもまして主要な害をなすものは

カラマツタネパエ (HyJemya laricicola KARL) である乙とがわかった。カラマツ球果の虫害を防除する

乙とは，地域によっては緊急かつ重要であると考えられるので，まだ不明な点も多いが，と乙では196il....... 

1967年にわたる試験研究の結果をとりまとめて報告する。

乙の調査を行なう:とあたり，関東林木育種場長野支場長以下場員の方々，特K.百瀬経営課長〈現林試木

曽分場)，山手原種係長(現九州林木育種場)，および長野営林局，上回営林署，自国営林署，ならび}と長

野県庁の関係者からは多大のご協力と促宜をたまわったc と乙 Ir.謹しんで厚くお礼を申し上げる。カラマ

ツタネパエの同定については農林省農業技術研究所の福原楢男技官の労をわずらわしたc 同氏は形態につ

いて終始，懇切なご教示を与えられたほか，とくに成虫の記載については筆者らの原稿を全面的に校閲し

てくださった。衷心より感謝の意を表する次第である。図版の作成にあたっては保護部中川道夫技官，西

野トシ子技宮の協力を得たっまた， 林業試験場野自II 輝技官，森本桂技官! i民武人技官には調査および

とりまとめに際し有益など助言をいただいたっとれらの方々にあわせて心からお礼を申しのべる。

E これまでの研究

カラマツタネパエ Hylemya laricicola KARL は Otto KARL !r.よって . Chortoρhila laricicola KARL 

として1928年に Tierwert Deutchland にはじめて記載された7>。そして，同氏に標本を送って同定を依

頼したオーストラリアの昆虫学者 Prof. M. SEITNER が翌1929年l乙この昆虫がカラマツ球果に与える被

害状況，生活史，寄生蜂について，かなりくわしい報告を出した船。

1935年にはソ連の E. V. ZONOVA が，パイカル湖に近い地方の Larix sibirica と L. dahurica からなる

カラマツ林で，カラマツ種子の収穫の減少の主な原因になっているものが Chortoþhila (Phorbca) lariciｭ

cola KARL である乙とを明らかにし，その形態と生態について記述するとともにカラマツ母樹の環境条件

と被害率との関係などについてのべている29)。以上の報告が今日までの乙の害虫に関する研究の基礎とな

っており，その後フィンランド，ブルガリア，ソ連， ドイツの各地においても乙の虫がカラマツ球果を害

するととが報告されているが，生活史の研究では前記の 2 つの報告の域を脱していない c 日本に近い地域

!とおける報告としては! 1943年に細谷達雄が北朝鮮の白頭山麓でチョウセンカラマツ (L. Koreana NAKAl) 

の種子を食害する 3 種の害虫のひとつとしてタネパエ類の幼虫をあげ，乙れが! Hylemya laricicola KARL 

!こ相当するものと思われると述べ，乙れにカラマツタネパエという和名を仮称として与えている叱われ

われもその幼虫の形態や加害様式の記述から， これが現在のめIlemya laricicola KARL に相当するもの

に間違いないと思うので，カラマツタネパエという和名を使用するととにした。

また， Z. ang. Ent. (1968) にのった抄録によると! PETRENKO, E. S. が東部シベリアにおけるダフリ

アカラマツの種子害虫Kついての報告で， めIlem)'a laricicola がその重要害虫であるとして， その生活

史と，薬剤の林床散布による防除法をのべている3) 0 
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皿 分類学上の位置・形態

農業技街研究所の福原随男技官によれば，カラマツタネバエの分類学上の位罰法次のとおりである。

Muscidae イエパ工科， Anthomyiidae ノ、ナノ fエ亜科の Hylemya ROBINEAN-DESVOIOEY に属し. 1.距 l両!と

ついてほ Pegohylemioc SCIINAßL を用いるのが妥当のように考えられるョ日本産の標本について形態を詳

しく淵べると，細部において原記載とわずかながら一致しない点が見い出される。しかし，これらの点に

ついては，将来内外の資料がそろった時には亜種に関する問題を考慮せねばならぬ可能性もあるが，関内

の問題と認められる。

次!ζ形態の概要を記すc

1.成虫 (Plate 1) 

(合) :体長4.5........5mm，趨畏: 4.5........5. 5mm，黒色，鈍いつやがある c 頭部は大型，剛毛は長く，傾斜

度および湾曲度は小， H. Vetula ZETTERSTEDT ケプカクロパエ!と類似するが，より小型で，腹部は制長く，

剛毛や毛!まとれほど顕著ではない。

頭部:頭は胸よりも幅広く，幅/高さ/長さ= 10/8.7/6.3， 側顔，亜側顔は黄灰色粉で密におおわれ，

額帯は褐色，顔.触角，小限努その他は黒色。複眼は無毛，合眼的で担JJ顔内縁:ま互いに接する。虫lj方から

見た亜側顔の最大幅は頬高とほぼ等しく，触角第 3 節の幅よりは狭い。ロ孔前縁は中央部においてほとん

ど前方へ凸弧をなさず， 髭角 (ribrissal angle) は複眼前縁まで突出する。触角は頭部 1/2 よりわずか

に高く生じ，前口縁から卸 3 節の幅の 1/2 の位置に終わる。館 3 節は末端丸く，隔は第 1 + 2 節長よりわ

ずか!と大， 長さは幅よりわずかに大コ触角腕毛の第 2 節は比較的長く， 第 3 節は基部の 1/3 で顕著に太

いc 徴毛を生じ細長部では組生し， その長さは触角椋毛の最大幅の 1/2"-1/3 (Pl. 1-F)c 後頭部は，

黒色，非常にうすく黄灰色粉を有し， 後頭剛毛!ま細くて比較的長くかっ長短交互にはならない。上半部

においては後後頭毛列のー列を生じる。口吻および小腿震は比較的短く，後者は紺!毛を適度に有し，吸器

(hausteUum) は黒色で光るが，うすく粉をよそおう。

胸部:黒色，黄灰色を粗布する。正中，背中剛毛列の聞に粉による黄灰色縦条がみとめられるが，横溝

以後においては趨内剛毛内側で弧状をなす縦条紋ともに不明脈。屑，背側趨上および腹胸側の各部は比較

的顕著に灰色粉でおおわれる。背中剛毛は 2+3 で細長く， おのおのの前後にほぼ l 本の長毛を生じる

が，最後の 1 本は最長で列の外側に位置する。正中剛毛は 2 列，ほほ 5 + 7 ，はなはだ長く，前小楯板の

1 対は顕著。前週上岡IJ毛は麹上l剖毛の約 1/7，第 1 背中珂IJ毛とほぼ等長c 腹胸側剛毛は細く 2 : 2 ，ただ

し前下部同11毛は発達せず事実上 1 : 21C見える q 前胸腹板，前!向側板平坦部，および下側板と題担1:板の中

間の節片 (barrett) は無毛c 小指板の先制に近い腹面には直立した，黒色細毛を少数仔する。

腹部:扇平，頭・胸部よりもわずかに短く，幅は長さの約 1/2 で，両側縁はかなり平行的，交尾器はか

なり大型。全体，黒色で腹背は狭い側縁部と背中部の斑紋を除いて，うすく青灰色および黄灰色粉でおお

われる。後方から見ると正中にやや細い黒色縦紋をあらわし，乙れは各背板の後縁では狭く切断されるが

前縁のごく近くでは急に幅広くなる。被毛 (vestiture hairs) はかなり細長く， 第 3'"'"'5 背板の後縁剛

毛も細長;い u 腹面は肌色，長毛に富むがとくに側縁部:とおいて顕著。第 1 交尾器節(第 6'""'-'8 背板)およ

び第 2 交尾器第 (epandrium) は黒色，淡褐色のきわめて煩い微毛を生じる c 後者を側方から見ると基部

において薄く末端が厚くなってやや三角形を呈し， 生じている黒色紙毛は比較的短い (P1. l-C)。鉄子
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(forceps, surstylus) は約 340μ。暗褐色で節 2 交尾器節の約 3/4長，基部および中部で狭くなり先の 1/3

はゆるく腹方〈上方)へ湾曲し， この部分l乙1f聞の内嗣を有するの尼毛 (cercus mesolobus) は栗の実

状で背函(下面)は扇平，長毛を欠き多少とも縁どられた内側は淡褐色の伏した徴軟毛でおおわれ，末端

は，黒色で尖るが背方(下方)へ厚みを増して先に向かう少数の細毛を生じる (Pl. 1-D)。挿入器 (aede

agus) は暗褐色，はなはだ細長く銚子よりやや長い (Pl. 1-C)o 1lj'S 5 腹板 (V sternite) は基部寄りの外

側に約 3 本の長時;毛を生じ，基部 4/5 にわたる内測には内腹方(内下方)に向いた細剛毛の列を有し，そ

の後急に背方(上方) IC細まって鈍頭に終わる (Pl. 1-E) 'J 

脚:黒色，やや短いc 剛毛も比較的短く， J臣節の端前岡1I毛は弱いc 野}節は通常。前翻腿節は後腹面再1]毛

列および末端1/2に後背面開毛列を，前!卵胞節は弱い(鰹節の幅程度の) 1 ,..._. 2 後面剛毛とし後腹面開l毛を

生じる。 ~Ilijm腿節は中央部で弱くなった前肢I;(~IJ毛~I]，基部1/2に前I印刷毛列，法部2/3に後版画剛毛列を，

巾脚腔節には弱い 1 前背面剛毛と 3 後背面剛毛を生じる。後脚基節は前面および背面(側面) !こは細毛を

生じるが，後面(内面)は無毛，後脚腿節は前面克IJ毛列，末端 1/3 I乙前背ï1ü剛毛伊1]，末端111/4 :乙 3 後背面

!嘱毛，末端で長さを期す前!直面|司1]毛子11. @刷、後lJ支面同11毛列を有する。後脚腔節は 6"-'7 ï1íJ腹面開毛，約10

の長短の前背面開毛，長い 3---4 後背面剛毛(事実上背面に生じる)，基部1/21と 5---7 の不明りょうかつ

不規則な列の後腹面剛毛を有する。

麹:本属としては通常の形状=縦J横比は 2.52........2.65，姐頂の位置は前よりの 2/5。全体!とごくうすく陪

褐色をおびるが基部近くではやや顕著。麹脈は黒褐色， 趨肩片 (epaulet) は黒色。題頂は第 5 節分のご

く基部lζ，組長の1/2は第 2 節分にあり，前横脈 (r-m または ta) はこれを越えるが第 2 節分内にある。

第 2 縦脈の末端直前における前方への湾出は非常に弱く，第 3 縦脈では後方へは湾曲せずむしろ前方へ曲

がる。第 4 縦脈の末端節分は直線的，第 3 径室 (R4+G) は末端 1/2 においてほとんど等幅か，わずかにせ

ばまる傾向がある。後横脈の内方への屈曲は弱い。第 5 縦抵は麹縁lζ達する直前に終わり，第 6 縦採は末

端は痕跡となって趨縁に柊わる。第 7 縦脈 (2a) はゆるく弧をえがき第 6 縦脈に近づきながら消失する。

第 1 節分の末端剛毛は発達が惑し前縁脈の細剛毛は比較的長い。前縁の小問IJ毛列は第 4 節の 1/3 !と達

する c 鱗弁 (squamae) は灰白色， 基部は白色，上部鱗弁の縁はやや濃色， 縁毛は灰白色， または黄灰

色。下部鱗弁は上部鱗弁を後方へ越えない。平均慢は褐色，柄部の基部 1/2 :'ま黒褐色。

(♀) :灰黒色。 ~ìζ比して体表の粉が多く，その色はより黄味が少ない。 JJ向背の剛毛は S ほど顕著では

ないが本属の♀としては頭部，胸部その他の剛毛はいずれも細長い。頭幅は胸部よりわずかに狭く，側額，

亜側顔は下方ほど密に黄灰~灰色粉で，顔，頬，後頭はいくぶん密iζ灰色粉でおおわれるが，頭蓋帯およ

び亜頭蓋帯は粉がうすくー帯褐色。複眼間隔は頭幅の1/2. 3~1/2. 5，額帯は黒色，前部では帯褐色，複眼

間隔の約 2/3 の帽で側縁はほぼ平行する。単眼摘は黒色，その周辺部(単眼三角区の前端を除く部分)は

!府灰色粉を有し，前端はきわめて鈍頭，単眼|捌毛の間隔は広く，ほぽ後単眼の内縁よりも外側!こ生じる。

亜側顔の最大幅は頬高と向等かわずかに広く，触角第 3 節はこれらよりやや幅広い (Pl. 1-B)。側方から

見た複眼前縁と顔縁との距離は触角第 3 節の帽のほぼ1/3。額限縁剛毛は比較的長く， 3+3........4，額帯の交

差罰11毛は 1 。胸背は黄灰色粉をかなり密に，肩癌，背側仮はより密に灰色粉をよそおう。粉がうすいため

にあらわれる暗色紋はつぎのようである。正中帯〈左右融合)，背中帯は前端で明りょう，横溝後では不明

りょう〈とくに正中帯)，内側の後肩剛毛と横溝前剛毛の中間を背中帯lこ合する柿溝， 横溝帯， 麹内~魁

上癌，麹後癌，小楯板周縁においては不明りょう。前下部腹胸側剛毛は合よりも顕著で， 上部開毛の 3/4
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----4/5 長。腹部は合よりも幅広く，卵円形で本属の♀として通常。第 5 背板は背面lζ後縁岡t毛以外!とかな

り長く，かつ立ち気味の剛毛を生じる。産卵管は但'1扇することなく， 伸長すると第 3 背板 1/2----第 5 背板

後縁の長さに匹敵する。第 6 ， 7 , 8 板はほぼ等長，キチン化は弱く，背中で分裂する傾向は弱く，側縁

を越えて腹面に達するの日]映は背板の約 2/3 長，微小突起でおおわれる c 第 6 ， 7 背板は後縁剛毛を，第

8 背板は縦横ほ:ま等長，左右に 2 分し，前方に狭いが後方ではほとんど合し，後側縁は丸く，後縁は中央

でソトさく凹陥する c 後縁および後縁前岡1J毛を有する c 第 9 JJ長板は市j縁不明りょう，形は第 9 背板!と;ま;ま怒

しく，少数の剛毛を生じる。受精嚢は 3f主]，約150X85μ，卵円形で，中央部ややくびれる傾向を有する。

前閥l腔節は後縁日j毛を欠き，中脚腔節lとは前背面!こ 2 (,,-, 1)，後Off面!と 5 ----8 (先端に向かつて後面!と列

が乱れる)，後脚腔節には前肢面 !C不明りような約 4. 前背而には列の乱れた 4.......7 ，後背面lとは長い 3

本の各剛毛を生じる。 市j縁脈腹面の細剛毛は第 2 節分の末端部から第 3 節分の中部にわたる c

2. 卵

長径1. 4'"'-' 1. 6mm，短径O. 5.-.....0. 6mmの紡錘形，前方(ふ化幼虫の脱出する側)の先端の湾曲は鈍く，

その端頂はわずかに凹み粕孔がある。後方は円錐状に湘まるコ色はやや透明な光沢のある白色であるが，

ふ化時期が近づくにつれてわずかに褐色を帯びた不透明な乳白色になる c

3. 幼虫

ZO!¥OVA (1935)29)によればめIlemya laricicola の幼虫はふ何後 5.-.....8 日で体長約 3mm:こ達し，第 1 岡

田の脱皮を行ない 2 帥幼虫となり，さらに節 1 @I脱皮後 5.-.....9 日すぎると第 2 回目の脱皮を行ない 3 齢幼

虫になると記されている。また，幼虫後気門の裂口数は， 11，崎幼虫では 1 個， 2 齢幼虫では 2 伺， 3 齢幼

虫は 3 個であると図示されているコ

しかいわれわれが長野県下で採取した多くの個体について調べたと乙ろ，ふ化直後の幼虫でも後気門

の裂口数が 1 個である個体は全く見当たらず，小型の幼虫は 2 個，大型の幼虫は 3 個の裂ロをもってい

た。また，ふ化後の脱皮は幼虫の体長が3.0----3.5mml乙達した時の 1 回だけであり，との際，後気門の裂

口数は 2 個から 3 個に変わるととがわかった。との脱皮を行なう以前の幼虫は， ふ化途中の体長1. 5mm

程度の幼虫から脱皮直前の 3mm程度の大きさの幼虫まで，すべて，咽頭骨格，前気門および後気門の形

状や大きさがほとんど同じである。ふ化後に脱皮を行なった後の幼虫は，脱皮直後のものから老熟幼虫ま

でその咽頭骨格，前気門および後気門の形状や大きさにほとんど変わりがなかった。したがって， ZONOVA 

!こしたがえば，この脱皮を墳にして，そのi請が 2 齢幼虫，その後が 3 齢幼虫に相当するものと考えるべき

ものであった。次に卵殻を透して， 卵内幼虫の黒色の mandibles をはっきりと見ることのできるよ、化直

前の卵から幼虫をとり出して，その咽頭骨格，前気門および後気門を調べてみたところ，それらは上記の

2 齢幼虫のものと全く同じ形状と大きさをしていた。さらに卵内をよく調べたところ，卵殻内に付着して

いる幼虫の脱皮殻(皮)乱 日目頭骨格， 後気門〉を見るととができた。また， 卵内で脱皮途中の個体をみ

ることもできた。以上のことから ZONOVA (1935) により齢期を分けると長野県下で採集しため!lemya

laricicola の幼虫は卵内で 1 齢から 2 齢への脱皮を行ない， 2 齢幼虫となってから卵から出てきて， その

後摂食を行ない，体長 3. 0.-.....3. 5mm 程度!と成長してから脱皮を行ない 3 齢幼虫になるものと考えられる。

なお， H. A. TRIPP (1954) は \Vhite spruce (Picea glauca) の球果を食害する Pegohyl仰zyia sp. の幼

虫について司様の乙とを記している加。

i) 1 齢幼虫
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卵内に存在し，体長約1. 2mm，体制約O.5mmっ透明な淡白色。咽頭骨格はキチン化が弱く褐色，全長

約O.12mm(120μ) (Pl. 3-A)，後気門は最尾端体節にある大きな一対の隆起の突端!と閉口する。気門裂口

は 2 個 (PI. 3-F)。気門気管 (spiracular trachea) の幅(太さ〉は約 O.006mm。前気内は 2j揃や 3 齢

幼虫のような形でほ存在しない。おそらく 1 !蛤幼虫のうちは後気門式幼虫で， 2 齢以後iと双気門式幼虫に

なるのであろう。各体節の縫合部 lこは 2 齢， 3 齢幼虫にみられるような歩行のための徴突起列群はない

が，後気門の周囲の隆起には先端の 2 分した褐色の微突起が群生している c

ii) 2 齢幼虫

体長1. 4mm. 体問O.5mmの小形のものから脱皮直前の体長 3.0'""'"'3.5mm，体幅1. 0mm程度の大形の

ものまである:>やや透明な白色。f1l'，l1m骨絡は全長約O.5mm，最大!陪〈高さ〉は約O.18mmo Dorsal wing 

plate の上辺および下辺ば 3 齢幼虫のそれ:こくらべてかなり直線的 (Pl. 3-B) で， 前気門は前胸節に 1

対あり， 14'""'"'22 個の背状突起が扇状iと並んでいる (Pl. 3-D) 。 この指状小突起の数は同一個体でも左右

の前気門で異なることがしばし!まある。全体の幅lま約 O.lmm。気門気管 (spiracular trachea) の太さ

(幅)は約O.15mmでやや透明な淡黄色を呈する。後気門はダ円形(長径約O.03mm，短径約O.025mm)で

その中に卵形(長径約O.015mm，短形約 O.0075mm) の裂口が 2 個調口している (Pl. 3-G)。裂口と気門

境界線の聞はほとんどキチン化していないc 気判気管 (spiracular tracher) の幅(太さ)は約O.15mmo

iii) 3 齢幼虫

十分成熟するときは体長 6mm内外に述し，円錐~を呈し，前端はしだいに細まり，後端は載断状に傾

斜しているうただし.蛸化が近づくと体長は 5mm内外に紺iみ， 円筒状を呈するようになる (Pl. 2-A)c 

体色は 3 齢の初期は白色であるが， しだいに黄白包となり，老熟するにつれて黄味を増す。

頭部は小さく， 胸部に泊入し，背rÎiÎからは見えない乙とが多い。大顎の前方には 2 対の感覚突起を有

し，上方の突起は円錐状Jこ長く突 ~I'I し，下方の突起は内部が陥没し，その中!と数個の徴小突起がある。上

方突起の間隔は下方突起の間隔よりもごくわずかにせまい川上方突起と下方突起の間隔は下方突起の間隔

の約 1/2 で，下方突起の直径の約 3 倍。IlU而!とは一対の鋭くとがった大顎の先端が下向きに湾曲して突出

している (Pl. 2-B, C) 。

胸部法 3 節あ弘前胸部の後縁から一対の前気門が前方を向いて突出しており， 14........22個の背状小突起

が扇状に分|伎している (Pl. 2-B)" ひろがりの最大相は約 O.155mm で気門気管の幅(太さ)の約 3 倍行

指状小突起の III~ はが~ O. 003mm，色は休色よりかなり濃く，黄褐色である。

腹部は 8 節からなり尾端節には 1 対の後気f'日があり，これをかこむようにして 6 対の明りような肉状突

起があり，さらに腹:fri にも 1 対の突起がある (Pl. 2-E) 。後気門はわずかに隆起して関口しており，左右

後気門板の潤隔は後気門板の横直径の4.5'""'"'5.5倍，気門板のキチン化は非常に弱く，境界線がわかるだけ

である ε 裂口は 3 個で.中央の横向きの裂口をはさんで上方と下方に放射状に配列されている (Pl. 3-H) 。

珠球を欠く c 後気門をとりまく口の突起の配置は次のようであるコ左右後気門のほぼ真上の背面(ζ1 個ず

つ，左右後気門を横にむすんだ線のJて下.にかなり接近して側面の上部!と左右 2 個ずつ，その下方頭部より

左右 1 i固ずつ左右後気門の下方やや Ü:rjl線より先端の 2 分した大きな突起が左右接近して突出し，体の最

末端を形成しており， さらにとの外側にもう 1 対の突起がある。腹面にある突起は III門のすぐ後に位置

し， 左右突起の間隔は先端の 2 分した大きな突起の間隔と等しい。 乙れらを側面からみると， Plate 2-D 

のようになる。
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咽頭骨格は全長約O.85mm，最大幅(高さ)約O.2mm ， dorsal wing plate と pharyngeal plate の後

半部をのぞく部分は強くキチン化されているコ Dorsal bridge !とかとまれて半月形の付属骨片を有する

(ただし 3 齢初期の幼虫では未発達) (P1. 3-C) 。

胸部各体節の前縁および，腹部各体簡の前縁と後議lとは微小な腕状突起の不規則な列をそなえるつ練状

突起の%ほ円錐型であるが，腹面および尾端体節ではまれに先端の 2 分した腕状突起がまじる。また胸部

体節の綜状突起は腹部体節のものよりもやや小型である。体節の前縁にあるものは前方に傾き，後諌にあ

るものは後方にかたむくじ

4. 踊

長さ 4. 2'"'-'4. 8m m , 111高〈太さ ) 1. 4'-""' 1. 8mm の長楕円形? 本褐色。踊殻の両端は厚くやや黒色を帯びる

(Pl. 4-A)o 先端には幼虫時の前気門が角状に突出し， 14.........22 恒の指状突起に分かれているくPl. 4-B)ο 

また，前端の;1室面には幼虫時ーの咽頭骨格が踊殻壁;と付着して思くすけてみえる士尾端には幼虫時と同様に

7 対の突起がある(ただし先端の 2 分している大きな突起は踊では 2 対の突起にわかれてみえるので実撃

には 8 対の突起が数えられる) (Pl. 4-C)。後気門は筒状に突出して関口し， 3 つの裂口を有する心左右後

気門の間隔;ま幼虫時よりやや狭く，後気門の積直径の約 4 f九

N 生態

1.分布

筆者らのひとり小沢はカラマツ球果害虫の分布およゴ被害程度を知る目的で， 1964年に長野県内につい

て，また， 1965年と 1966年iとは長野県およびそれ以外のカラマツ球果が結実すると患われる地方の営梓署

や県関係各機関!と依頼して，毎年 5"'8 月乙ろ，カラマツ球果を30----60個程度を目標lζ探取して送付して

もらい，すべての球果について鱗片をはがし，球果を食害する bE.虫の種類および被害の有期について調べ

た(表 1 ， 2 ， 3)。このデータにわれわれが直接観察したものを加えて，カラマツタネ〆エの生息を確認し

た地点を図示すると図 1 のようになる。すなわち、分布範11tIは北海道，岩手県、栃木県，群馬県の-).~~，

長野県全域，岐阜県，山梨県，静岡県の一部にわたっている c とのほかにも，従来からカラマツ球呆の結

実がみられる地域には当然分布するものと思われる仁ただし， ~I:J園地方の大山山麓のように，ごく最近，

わずかにカラマツ球果が結実するようになった場合においては， カラマツタネパエは全くみられなかーっ

た。長野県下においても，道路沿いなど周囲に大きなカラマツ林がない所で，幼齢木がたまたま結実した

ような場合にはカラマツタネパエの被害は認められない場合があった。

わが国におけるカラマツタネパエの分布域はカラマツの天然分布域より!まるかに広い。北海道には

Larix 属の天然分布がない(ただし，二|じi;存道の泥炭地からグイマツ Larix Gmelini GOLDON の花粉が検 IIJ

されることから知られるように，過去においては Lari.t 属が天然に存在していた)11)にもかかわらず，カ

ラマツタネパエは広く分布している ο カラマツの造休地の拡大にともなって分布域を広げていったもので

あろうしl わが国以外ではヨーロッパ24}，シベリア29> ， 北朝鮮6) に分布することが知られている。 Lm'ix J同

はこれらの地域以外に北米大陸， カラフト， ヒマラヤ地方に分布するが， これらの地域からはめIlemya

laricicola の分布はまだ報告されていない。なお，北米大陸では Picea 属 (Picea glauca など)の球果に

Hylemya (Pegohylem,yia) anthraGÏa が加害することが知られている S)c 
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L9lì4{ドのカラマツ]求県害虫の長野県下被害分布品目;丘友

一間
地 採 採 採集木の状況 被害状況

域 採 集 場 所
集 集 {砧 考
月 2 望書加 FES径 若生本 天然日IJ (m) 球調査果数健球果全数被球来 カラマ Y タマ1その他被聞害率

5JiJ 円 タネパエエ干

飯山常林署木島山国有林 紙 l 原村H 42 15 30 i世木 少々 人 1 ， 5∞I 15 2 13 87 
152 6.121 

11 内山国有林 141 と 6. 9 宮田 48 19 24 
4.79halll 

1/ 

" 960 47 4 43 43 4 91 

2h37a00中本4 
飯山市旭公有林 6.14 伊藤 40 16 30 Fノ 1/ ι00 20 12 8 8 5 40 

:It 
下水内部栄村横倉私有林 6. 9 小体 2U 17 26 単木 " " 350 28 18 10 10 9 36 

f坂 叫| 市 j巴 6. 2 i母 jll 50 1:::> .'30 " 11 11 400 16 15 15 6 90 

下水 1}'l1l 11 .~~ IH 村永江 5.28 Jて野 50 22 35 11 !I ノ'1 600 30 19 11 11 2 37 

卜.白j ナ1: :I1゚  Î\';j山村牧 6.24 鈴木 25 15 lha2I4|1 t '1 11 720 30 30 30 100 
ツタによる衰
弱木

長野営体署飯綱山国有林 5.28 宮下 23 1.3 16 ~li. _,.j, 11 11 1, 050 19 19 19 100 
-11 

" 42 5.28 常下 45 n 24 11 1/ 11 1, 100 17 17 17 100 

上高井郡仁礼公有林 6.11 丸山 10 7 6 1/ 1/ 11 1, 300 20 20 20 11 100 

{言
1h3a0中本下水内部鬼無旦村口影 5.21 下野戸 10 8 8 沢山 " 650 30 25 :.; 5 17 

1/ 5.21 下野戸 25 15 25 単木 少々 11 650 26 23 3 3 12 

埴科郡坂城町 8.19 浜村 |20 35 28 l Il2a0中本 11 H 800 35 10 25 25 71 

上上林は回常林署奈良尾山岡有 5. 2~ 村橋 62 25 34 8h数a中本 H " 1, 200 10 10 10 100 l 級採種林
東

27 
同営林署北山国有林 4 5. 2~ 原 26 10 14 単木 11 天 1, 900 12 10 2 2 17 

和凶山国有林 125 5.26 鈴木 43 25 42 2Ol2l0a本中 11 人 1, 35C 16 16 16 100 

傍陽国有林 63 5.21 半凶 39 15 20 単木 沢山 11 1, 020 30 8 22 22 73 

{肯
H J傍也問国有林隣接民 5.22 岩下 20 13 16 単本 少々 ノf 950 12 12 12 100 

表1.
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表1. (つづき〉

地 採 採 採集木の状況 球果の着生状況
人工 被 害 状 況

域 採 集 場 所
集 集 . 標(m高> 被害球果の内訳 制Ii 考
月 者

樹('rt齢~.) 樹(m高)胸高(cn直11)結 H天然IJ 調]求査巣数健球果全数被球果害数 被(害%半) 
月IJ 日 名 カラマツ Iタマノイその他

タネパエエ科

上国営林署和山国有林24 5.28 宮田 37 21 34 1(l田52却0h引ホaO本に中) 
少々 人 1,0.80. 50. 50. 50. 10.0. 結実促進処理

"'" 
11 11 22 は 5.28 宮田 60. 23 32 /1 11 1,0.80. 43 42 42 98 l 級採種林

H 青木村奈良本民地 5.29 古沢 30. 14 30. 単木 11 11 1. 0.0.0. 8 8 8 10.0. 

小県郡真田町長管平 5.27 土.田 12 10. 14 11 沢山 11 1, 30.0 30. 29 29 97 

" 5.27 上回 4己 16 22 11 少々 1/ 1, 350 30. 3 27 27 90 
東

242hhh3aaa450中中中木本本
11 5.27 上回 45 18 35 11 1/ 1, 140. 30. 13 17 17 57 

11 5.27 上回 18 12 18 11 11 1, 360. 43 14 29 29 68 

11 5.27 上回 45 18 34 " 
11 1, 20.0. 30. 30. 30 100 

1/ 丸子町腰越深山 5.28 池沢 15 8 12 単水 11 11 650. 30 6 24 24 10. 80. 

自国営林署立科国有林 6. 3 牧野 54 17 32 11 11 11 1, 20.0. 2G 3 22 22 2 88 
113 

H 八ヶ岳国有林 83 5.26 大沢 60. 15 40 約 1 0.木 11 ^ 1, 80.0. 3D 14 16 16 53 

11 11 76 5.29 平井 46 25 38 3D本2本 /1 人 1, 50.0. 3D 5 25 25 83 結実促進処理
(12*) 

11 川端長)毛国有林 5.29 新井 100. 1G '10. 約20.本 1/ 天 1, 450. 40. 35 5 5 13 

佐久市内山古水 5.26 小林 30 17 32 Ì:ji木 H 人 90.0. 27 19 8 8 30. 

南佐久郡南相木村公有林 桂川 単木 少々 天5.28 40. 20. 30. 1, 50.0. 3D 7 23 23 77 

林臼田営林署南相木山国有 5.28 桂川 270. 18 32 ih3a0中本 沢山 11 1, 500 40. 32 8 8 20 

H 屋敷入奥国有林89 5.26 小dl 80. 20. 48 中.木 少々 11 1, 4'10. 43 18 25 25 58 

南林佐久郡小海町小海県有 5.29 宮川 30. 16 28 100.本5木h〉a 沢 1[1 人 1, 250. 30. 7 23 ヌ3 77 結実促進処開
0(.4 O L|」

11 北相木村底上 5.27 井出 35 18 30. 
6 木

11 11 1, 30.0. 30. 30. 30. 100. 
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南佐久郡川上村組合林 5.20 小沢 -10.......70 一 一 59((0約02046木3本0本00本)> 沢山 天 1, 600 180 109 71 71 39 結実促進処理

11 八千穂村村有林 6. 3 '小沢 40,.....,70 一 一 " " 1, 500 69 16 53 53 5 77 結実促進処理

11 民地 6. 3 小沢 30 16 25 単木 " 人 1, 200 11 11 11 100 

佐 久 市 前 山 6, 2 尾沼 30 18 28 " " 
11 800 40 19 21 21 4 53 

小諸 Tli 野馬取 5.28 尾沼 60 18 35 " " 天 1, 500 5 4 4 80 

北佐久郡立科町芦田 5.29 荒井 20 15 24 2905本0本 11 人 800 35 30 5 5 14 結実促進処理
(150*) 

岩林村田営林署浅間山国有 8.26 小沢 35 16 27 単木 11 11 1, 300 50 50 50 7 100 

関東林水育種場採種林18 5.21 小沢 12 8 15 約約(((1約約0G3本1 ∞35本I田00本本本)本)) 

" 
11 1, 000 59 11 48 48 81 結実促進処理

11 26 (1) 6.23 小沢 42 18 25 11 " 1, 000 73 2 71 71 14 3 97 結実促進処理

11 26 (2) 6. 1 小沢 16 LO 18 11 1/ 1, 000 30 5 25 25 83 結実促進処四

小諸市高峯民有林 6. 2 小v{ 40 18 25 単木 " 
11 1, 500 36 36 36 100 

ノノ 市峯高原 6. 2 小沢 70 20 15 1/ 少々 天 2, 000 25 3 22 22 88 

大町ナι営林署高瀬入国有林 5.28 起 80 20 46 単木 少々 人 950 46 46 46 100 
36 

北安曇郡松川村 5.26 竹内 40 18 26 3h1a5中本 " 
11 820 30 30 30 100 

" 小谷村ιI~土 5, 28 三宅 45 17 40 単木 " 
11 530 10 9 9 90 

Fノ 白馬村北域 5.28 l吋原 20 8 15 11 11 11 820 4 4 4 100 

11 美麻村尼子 5.22 白沢 30 15 25 11 1/ 11 940 13 13 13 100 

大町市平小熊平私有林 5.22 北沢 35 15 25 
0.03ha中

/1 /1 850 40 21 19 19 48 
2 本

庁平 鹿 島 5.22 北沢 35 15 25 単本 " " 960 30 30 30 100 

松本営休:丹波間村 5.29 新井 80 23 45 1/ 11 11 690 35 35 。
ヲーロッノザJ
ラマツ

林松本営林署金松寺山公有 5.26 iDj~田 20 10 16 1.520h本a中 " 11 1, 000 ヌ8 13 13 2 46 

東筑摩郡波田村・淵東 5.30 白.糊 6 6 11 単木 11 '1 680 20 16 4 4 20 

林奈良井~[~~.林署奈良井国有 ~.29 占畑 42 21 30 " " " 1, 420 15 2 13 13 87 
11 
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表1. (つづき)

j也 t采 t~ 採 ttLtミの状況 球果の者生状況
人l 相k 盛広三Za• 状 況

域 J采 t長 場 所
集 集 . 標(m)ρJ 加| 被害球… 備 タd 

月 者 語|栴胸留保 天別空J~ 球調査巣数健球* カラマツタマノミ その他被(害96率) 
日 IJ 11 名 タネパエエ科

奈林良井営林署奈良井国有 5.29 古畑 40 17 26 0. 5311本a中 Ij) 可ん 30 30 30 
16~ 、

11 鍋掛官造42 5.29 " 11 32 17 24 単木 M " I 1, 320 13 13 13 100 

中
福島常林署三岳村小奥 6.15 30 14 .'30 " " " 1, 250 43 43 43 9 10 100 

11 同義村渡沢 6.19 奥村 30 17 40 11 1/ H 1, 000 10 10 10 100 

1/ M 民有地 6. 8 小沢 70 22 45 (22本木) 沢山 1/ 1, 000 50 50 50 4 100 結〈林実試促試進験処木理) 

王沌営林署王滝村八海山 5.28 小島 30 24 32 単木 少々 1/ 1, 450 30 !J 25 25 3 83 

11 5.28 小g~~ 30 25 30 11 11 11 1, 4S0 .10 10 20 20 67 

11 主流l:lil有林 11 1\ 7い 5.27 小品 70 25 50 11 11 天 1, 600 1 � J 12 12 つ 71 

諏林訪3営19林fこ署本郷広!京国宵 5.25 11~( f公 60 18 34 33((00約約4本四却ミ 本) 少々 天 lJ00125 25 d 100 結実促進処理

11 5.25 柚松 60 18 36 
本) " fI 1, 860 ,30 12 18 18 60 結実促進処理

|判 11 332~ 、 5.25 航怯 36 単木 If 11 1, 500 40 13 27 27 68 

" 
5 222 斗日剖 ~r( 松 60 16 36 11 " ff 1, 540 33 33 33 100 

11 319 1.こ ー.小?也 60 17 38 " il~ 山 ff 1, 700 30 10 20 20 67 

11 332{こ 5. 小j也 60 16 34 " 11 " 1, 600 30 9 21 21 70 

H 金沢山国有林 428 5.21 丸山 50 20 30 fI 少々 人 1, 100 30 30 30 100 

If 429 5.21 1uLI 40 16 28 '1 " 11 1, 000 20 19 19 95 

信
11 424 5.21 丸山 45 18 26 " 11 天 1, 580 30 30 30 100 

諏訪符林署金沢山国有林 5.21 丸山 35 16 ヌ4 11 11 人 33 33 100 
407 

1/ 430 5.21 丸山 40 10 22 1/ 
" // 1, 300: 30 30 30 100 
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諏訪常林署東岳国有林 単木
1, 800 

2563 
5.26 上原 80 14 36 少々 天

2, 000 
30 11 19 19 63 

11 5.26 上!京 80 14 34 1/ 

" " 
11 30 17 13 13 43 

1/ 5.26 上原 80 15 38 H 11 " 11 30 3 27 27 90 

丙吊国有林 305い 5.25 小j也 60 15 38 1/ 

" H 1, 840 36 18 18 18 50 

/1 306 5.25 小池 60 16 38 11 

" " 1, 720 30 4 26 26 87 

11 東俣国有林 162 5.27 析楠 '10 18 26 " " 11 1, 020 35 35 35 2 100 

南 " ì'ÍìllllJl白休 248 5.26 .1:原 110 19 46 " " 11 1, 700 8 3 5 5 63 

11 5.26 上原 110 20 31 " 11 11 1, 740 30 30 30 100 

11 編箪国有林 319 7.22 矢沢 60 15 38 " " H 1, 700 21 21 21 100 

H 本郷i広原国有林332 7.23 矢沢 60 16 48 1/ ノ1 11 1, 440 -13 43 43 2 100 

茅野市泉野 fj， 有林 8.13 今岡 18 12 15 ノ/

" 人 1.180; 24 24 24 100 

伊万15宮林署油国有林 64 5.26 清水 120 23 ふ0 11 11 天 1, 640 24 20 4 4 17 

ゲ 黒河内国有林 206 5.27 小林 25 12 16 // 沢山 " 1, 300 35 11 24 24 69 

" 220 5.28 長沢 58 18 32 0.5己h本a中 11 1/ 1, 700 35 10 25 25 71 

H 林伊那市手良区私有 5.21 荒井 20 16 22 単木 少々 11 810 33 11 22 22 2 67 

駒ケ根営林署大嵐官造 6. 1 亀山 :10 17 30 11 人 1, 700 30 4 26 26 87 

11 庫嵐国有林ふ 6. 1 亀山 30 14 26 N ノ'1 1, 500 30 5 25 25 83 

黒川山国有林 123 6. 2 大林 37 42 19 " 1/ 1, 670 35 5 30 30 86 

上伊万IS ~1S 1辰野町横川 ー.22 春日 50 27 '10 11 H 1, 080 42 42 42 2 100 

{ft t.l l) 市伊那町 6. 1 浦野 40 21 36 〆'1 /ノ 9己O 10 40 40 3 100' 

飯地 |干l常林若松川町立問'白 5.26 r''.IYtIl 32 20 22 l 単木 11 

" 1, 500 3己 .35 3G 100 

ド伊那市浪合 Æ:、t 11市平 5.22 水1.'. 2:> 20 30 " 11 " 1, 100 15 l 14 14 93 

11 平 才2 村 5.26 本上 20 10 15 " 11 H 700 8 8 8 

飯田市上飯 In 6. 1 小椋 8 6|  11 " t尺山 ノF 1, 100 30 6 24 父4 80 治る{山M工あ事り:によ
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表 2. 1965 年のカラマツ球果

採集 調査木
採 集 地 耳目 採集者

樹齢!樹高直径
球呆の若生状況

年
北海道・十勝支庁・広尾郡広尼IlIJ (民有林〉 8.24 金子 25 少

'1 石狩 H 札幌市沌野〈民地) 9. 2 堀 28 31 少(単木)
'1 上川 11 空知lHlrl1常良野町( /1 ) 9.16 草:月 21 21 ( 1/ ) 

" 11 中川 ~i15美深町( 11 ) 9. � 7 1991 ; 15 ( 1 ha中 20本)

栃木県・宇都宮営林署・奥日光凶有林1056 9.30 - I 23 12 11 (12ha中約150本)

群馬県・草津営林署・ ti~四郎山国有林85は 8.10 大 90 21 ・ 80 多(単)
/1 11 水の登国有林 121 に '1 I1 90 ザ〈 υ)

山梨県・富士山県有林・御庭 6.15 一 I 100 中 (5ha中250本)

'1 1/ 11 7. 6 小 iF:| " 

" 11 '/ 8. 2 前橋 11 

11 
" 11 19.20 1I '1 

11 /1 古御岳 I 6.15 120 11 40 多 (Iha中200本)

I! 11 /.〆 I �. 6 小沢 11 

11 '1 '1 8. 2 ~4j ~はrコ " 

" 
1/ 11 9.20 11 11 

" fノ 小町J: 6.23 81 18 中 (2ha中400本)

I! H 11 7. 6 小沢 11 

11 御坂山地・三ツ~iI~ 6.22 501 16 401 I! ( 1 ha qJ 60本)
1I 宮士山県有林・天fit11Iq:， 7. 5 小沢 I! (約30本)

1I I! 奥底 7. 5 1I i 11 (約200本)

岩手県・岩手営林署・岳神山国有林ó4 7. 16 401 23 38 多 (11)

'1 岩手郡岩手町江刈内(民地〉 7.22 一 4ふ 22 491 1I (,,) 

長野県(北信)・飯山営林署・巣時山国有林 130へ 6.24 431 16 26 少(単)

" 上水内郡豊野町中出IJ (民有林) 7.21 塚日 61 25 げ ( 11 ) 

1/ '/ 思無里村日影( 7.28 下野戸 261 15 25 ザ (0.3ha中 3 本)

1/ '1 戸隠村シナノ木( 8.11 ，休 " (0.2ha中 3 木)
11 長野市芋井、大座法師池( 1/ 11 331 181 25 1/ (Iha中日本)

長野県(東信)・上町営林署・和山国有林22は 6.19 宮旧 651 191 42 (17ha中30本〉

" 11 '1 24へ 6. :0 小沢 401 18 26 多 (5.30ha中約80本)

" 1/ 1I 1/ 7.16 百旧 401 18 281 1/ ( 11 

11 1/ !桃山国有林 162巴 7.12 岩下 501 22 50 少 011.)
11 11 大円山国有林 114は 7. 17 J_j �!l 481 16 26 ヴ (25ha中60本〉

11 '1 11 118:乙 7.19 軒下 71 24 12 多(Jtl木)
11 11 1/ 107ほ! 7. 9 竹内 501 16 30 少 ( 11 ) 

11 11 北山国有林 l い 6.22 問中 120 131 36 ( 11 ) 

11 小il7tnl~長門町大I'~弓践〈民地) 7.19 竹内 281 18 30 り(小集団)

1/ 上 [11営林幹・杭1m 山|五l有林 147ほ �. 6 111 lí両 461 22 361 11 (単木)
1/ 11 /1 142は 1/ 1/ 421 21 281 /1 ( 11 ) 

1/ 

" 北山国有林 4 は 7. 3 - 1130 1422z2叫~ 中 ( 11 ) 11 小県出丸子町腰越(民地) 6. 17 池沢 40 14 多(ゲ)

11 11 ( 1/ ) 6. 18 1/ 1 35 121 261 11 ( ゲ〉
11 1/ J;'!同町菅平(民有林) 6.17 佐藤 25 14 少 (2ha中 2 本〉
/1 11 11 ( 11 ) " /1 1 25 14! ゲ(単)



カラマツ球果の害虫カラマツタネパエに関する研究(山田・小林.・山崎・小沢) - 29 ー

害車被害状況調査表

被害内訳

天然林別標高球果数I 健 I 被害 I被害率 タネパエ|タマパエ|小蛾 J巧

ノ口Q 

人 24 11 31 7 5 ff'J'保は /1却高直淫
11 250 23 22 9S 22 3 0前年結実処理、以下同じ
ソ 190 35 35 100 35 。
11 140 38 8 30 71 .30 。

天 1, 400 35 5 30 86 27 3 3 0 日光カラマツ
1/ 1, 800 36 10 26 72 25 26 2 

1/ 1,900 23 9 14 61 12 10 

/1 2,300 30 29 3 1 。ハイマツ型
11 2, 300 25 23 2 8 2 (タマゴ、フ化)
11 2, 300 30 27 3 10 d (巾帥幼虫)
1/ 2, 300 50 27 23 46 17 12 

/ノ 2, 500 29 29 。 。
'1 2, 500 31 29 2 6 2 (タマゴ)
1/ 2, 500 45 34 76 28 30 ( IÞt論幼虫)
1/ 2, 500 50 i5 35 70 31 15 

// 1,900 24 15 9 38 9 (若~中齢幼虫)
1/ 1,900 54 43 11 20 11 c老熟幼虫)
人 1, 450 11 7 4 36 (中齢幼虫)
/1 1, 400 45 45 100 44 40 (老熟幼虫)

天 2, 200 36 29 7 19 5 2 (若齢幼虫)

人 300 58 57 2 。
11 350 87 70 17 20 17 通称大実カラマツ
/1 1, 250 37 37 100 36 7 8 

1/ 400 9 9 。

1/ 650 12 l 11 91 10 

11 940 15 8 7 46 7 

/1 1, 030 15 15 100 14 A 2 

1/ 1, 160 35 19 16 45 15 2 フ l 級探種林
I! 1, 100 69 10 59 86 55 2 2 。
1/ 1, 100 43 9 34 79 33 6 o (一部薬剤散布)
I! 5 5 100 4 

11 1,350 9 6 3 33 3 

1/ 1, 300 4 4 。

1/ 1, 400 9 6 3 33 3 

天 1, 700 29 15 14 48 14 

A 1,000 28 3 25 89 23 6 2 。
/, 1, 330 15 14 93 11 6 2 

/1 1, 450 18 17 94 16 D 2 

天 2,050 15 14 93 14 

人 700 35 35 100 21 35 9 

1/ 700 32 17 14 44 8 8 

1/ 1, 300 40 4 36 90 34 5 
/, 1, 300 20 19 95 17 3 5 
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表 2. (つづき)

t~ 集 地 採集 1 4J 査木集す高岨球、白

長野県(東信)・小県郡真岡町菅平(民有林〉 16. 17 佐藤 30m16m  24 中 (2ha中 2 本〉
岩村fTl営林署・浅間山国有林38と 6.29 田中 521 21 34 少(単木〉

2H' 11 " 721 20 .341 11 (lha中 4 本)

11 長倉山国有林 115い 7.26 /1 611 22 2� rj I (2ha中約20木)

:休木育種場・浅間山国有林26試 108 5.14 小沢 431 18 26 1 (10本の集団)

11 11 試3~ 6.29 ノ/ 431 181 30 多 ( /1 ) 

11 " 
/,1 8. 4 /1 

431dj 担 吋 tg，

11 試 3 11 " 171 91 17 少(単〉
11 18試 184 6.29 '1 131 81 15 多(約 10本)

" 
11 11 試227 8. 4 /l 131 81 14 ( " ) 

佐久市北沢(民地〉 6.18 7吉川 351 18¥ 30 (単)

H 笹倉( " ) 6.19 11 231 141 18 少(庁)

北佐久郡立科町芦田(民有林) 6.22 11 201 12 251 " (lha中20本)

小諸市野馬取 ( /1 5.27 小沢 501 20 35 中~多(約60本)

臼田営林署・八ヶ岳国有林3~ り 6.28 大 iR 501 15 30 多 (lha中 10本)

1/ '1 i 50 181 30 11 ( 11 

76よ 6.29 平井 45 191 32 リ (2ha中日本)

立科国有林 117に 6.29 牧野 130 171 52 , (Iha中 50本)

1/ 榊山国有林14を 6.29 下平 8 4 6 少(単)

11 南佐久郡北本r:休村西上親(民有林) 7.13 出j 日|回 241 36 中 (lOha多 10本)

11 小海町県有林 7.12 11 I 35 171 14 !I (20ha中約25木〉

" 八千穂村八郡(民有林) 7. 1 小林 50 151 40 " (50ha中約100本〉

1/ 11 N 与志本( 1/ /1 11 501 19 501 " (50ha中約80本〉

H " 川上村秋山組合林 6. 7 丸山 60 " (80ha中約500本〉

11 ノI 6.30 丸山 601 14 32 多 (SOha中約500本〉

H 11 7.28 JI 60 

長野県(中信)・北安曇郡松川村村有林 6.22 古畑 301 14 181 /1 (3ha中 2 木)

大町営林署・高瀬入国有林50に 6.30 坪井 120 

大町市二ツ屋(民地) 6.22 北沢 20 13 庁 (0.2ha中 3 本〉

" 小熊平 ( 11 ) 11 1/ 15 121 201 " (O.lha中 2 本)

" ( " ) /1 11 37 161 261 11 (0.2ha中 2 本)

11 長時fI ( 1/ ) /1 1/ 1~ 1O1 15l 11 (単)

11 北安曇郡池田町日;影(庁) 6.23 竹内 20 151 141 /1 (0.05ha中 10本〉

ε， 11 足沼 ( 1/ ) I! " 251 17 17 中 (0.05ha J:IJ 12本〉

松本営林署・梓官行造林 5 6.16 高畑 551 18 44 少 (2. lhal:� 5 木〉

波間苗~fH 6.22 来日 井 801 23 451 1.1 (単)

11 東筑摩郡四賀村七尚 6. 18 小林 81 12 多 ( /1 ) 

11 奈良井営林署・奈良井国有林24い 7.30 清水 4.31 22 40 少 (/1 ) 

11 /1 11 11 " 431 24 361 11 ( ρ) 

ノ'1 11 1/ " 431 22 321 11 (/1)  

1/ 1/ 11 16し可 1/ 11 441 18 221 11 (/1) 

1/ 薮原営林署・黒川国有林281亡 7.24 土屋 351 12 241 11 (2ha中 15本〉

1/ 西筑摩郡新開村熊沢(民地) 7.25 田口 10 4 41 11 (単〉
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被 害 i犬 ;兄 被 害 内 f~\! 人工林・
天然林別 棟高

タネパエ|タマパエ|小蛾 l
Wi 考-

球果数 健 被害 l被害率

m 96 
A 1, 300 33 .33 100 ,33 

/1 1, 400 30 30 100 30 16 7 f[~による剥!皮
1I し 100 40 3 35 87 ,32 5 10 。

/1 1, 250 100 100 100 97 57 C 
1I 1, 000 37 17 20 54 20 o (!J[i) 採極木
11 1, 000 52 24 28 54 25 15 2 o (幼虫) 1/ 

/1 1, 000 62 11 51 82 45 30 3 。 ノ/

/1 1, 000 21 3 16 76 15 3 にF、ノ 11 

/1 1, 050 35 2 33 94 30 10 5 。 11 

,'/ 1, 050 35 34 97 28 18 。
" 

/1 800 30 29 96 28 8 

11 960 21 21 100 20 12 3 

/1 800 27 26 96 24 12 1戸}、、J 

11 1, 600 28 14 14 50 14 a勺e ‘戸、.、J、

天 1, 800 30 26 4 13 4 

/1 1, 800 33 19 14 42 14 

11 1, 500 26 25 4 

,'/ 1, 930 30 30 。

人 6 6 。

天 1, 500 52 25 27 忌2 21 10 01来f>[i:本
人 50 34 16 32 15 2 。

ヲえ 1, 700 50 40 10 20 10 01采開木
ノ/ 1, 750 60 49 11 18 10 。 '/ 

11 1, 500 50 46 4 8 3 or~:樹林
11 1, 500 58 49 9 16 9 0母樹林
/1 1, 500 38 33 5 13 3 5 。 /1

人 900 33 33 100 33 2 

天 1, 500 26 12 14 53 14 

人 825 17 17 100 17 17 3 

/1 850 14 14 。

/1 8叩 19 4 15 78 14 4 

/1 720 26 14 12 46 12 

/1 910 21 21 100 17 10 2 

ん， 890 26 18 8 31 8 

天 1, 300 30 5 25 83 25 

A 690 11 8 3 27 3 ヨーロッパカラマツ
11 1, 000 26 22 4 15 3 i保づるがまきつくの

" 1, 400 10 3 7 70 6 

/1 1, 400 28 3 25 89 24 5 

" 1, 400 25 25 100 25 

/1 1, 300 27 27 100 24 10 3 

ノ/ 1, 600 9 6 3 33 3 

ノF 1 ， 2日 40 4 36 90 36 18 
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表 2. (つづき〉

|調査木
採 集 地 月日 採集者|樹齢1樹高I直径 球果の着生状況

年502m0 
αn 

長野県(中信)・西筑摩郡三岳村倉本(民地) 7.10 岩原 40 少(単〉

11 福島営林署・黒沢御岳国有林お8 '1 .'/ 601 22 401 11 (//) 

11 11 新高国有林 7. 9 一 361 16 30 多(，，)

11 西筑摩郡日義村渡沢 己.18 小沢 701 22 44 中(庁〉

11 11 �.15 /1 701 22 441 '1 (1/) 

11 11 7.15 '1 701 22 44 ゲ ( 1/ ) 

'/ 王滝J営林署・御岳国有林

11 '1 11 

" 西筑摩郡王滝村村有林

/1 11 開田村西野(民地〉 �.17 木下 801 25 40 中(単〉

長野県(南信)・諏訪営林署・本郷広原国有林 331 :-;1: 6. 5 矢沢 551 18 36 多

11 /1 ノf 11 " 401 15 241 '/ 

11 11 11 11 /1 501 17 34 少

11 /1 /1 /1 小池 551 20 461 '1 

11 1/ 'l 6.18 矢沢 601 20 461 1/ (集問)

11 11 西岳国有林 299い 6. 5 11 601 21 401 /1 (単〉

11 11 /1 11 1/ 581 20 42 庁 (1/)

11 11 11 305し、 1/ 11 601 18 381 11 (小集団)

l/ /1 1/ 298l 、 6.18 11 501 18 361 11 (単)

ま， 11 冷山国有林 246い 11 下回 701 13 26 中 (20ha中60本〉

11 11 1/ 248 /1 11 100 151 34 (単〉

11 11 東俣国有林 162い 6.19 肝橋 401 16 36 少 (11)

11 11 1/ 136ろ 6.22 11 401 15 341 /1 (11) 

11 1/ 東岳国有林 256 6.18 下回 110 131 30 中 (14ha中約50本)

11 伊那営林署・東春近官造 lい 6.17 中村 41 161 24 少(単)

11 /，'・ 黒河内国有林 225 7. 6 長沢 491 15 24 多(大集団〉

11 11 11 221 11 /1 541 18 26 少(小集団)

11 11 11 277t,.) 6.25 小林 301 10 i4 多(単)

11 l/ /1 278~) /1 11 301 14 24 少( 11) 

11 11 j甫国有林 122 り 7. 8 伊東 201 13 241 11 (11) 

11 11 平良沢山官造 7. 2 土屋 151 12 16 多 (11)

11 駒ケ根営林署・巣川山国有林 123い 6.26 三沢 391 15 401 11 (21ha中約15本)

11 下伊那郡上郷村野雁(民地) 7. 3 水上 251 20 251 11 (0. lha中 4 本)

11 11 庁 大久保 ( 11 ) 11 11 121 10 81 11 (単)
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人工林・
天然林別 桶曲 1川a 路果数| 鍵 |被害防l 害1M0事0 タネパヱ|タマパエ|小蛾 凬� 考

天

1/ 1, 3001 491 21 471 961 441 7 

), 1, 50J 50 29 21 40 21 林道工事lとより湯
1/ 1, 100 50 14 36 72 36 0林試木白分場試験木
1/ 1, 100 46 4 42 91 41 7 。 1/ 

1/ 1, 100 60 100 55 32 27 。 11 

天 30 24 6 20 6 

,,' 40 35 5 13 5 

人 31 7 24 77 23 4 

天 1, 200 30 8 22 73 16 7 2 。

11 1, 650 33 23 10 30 10 。

f/ 1, 650 25 4 21 84 21 。

" 1, 650 30 13 17 57 17 。

" 1, 650 30 25 5 17 5 。

'1 1,650 28 19 9 32 9 。

'1 1, 700 23 23 100 23 

11 1, 700 30 30 100 30 

1/ 1, 750 23 23 。

" 1, 800 40 7 33 82 33 

" 1, 800 35 24 11 31 11 

11 1, 600 15 4 11 73 11 

" 1,000 36 3 33 91 32 1 

" 1, 200 40 13 27 68 25 2 

11 1, 900 40 37 3 8 3 

人 1, 050 18 10 8 44 8 

" 1, 900 50 37 13 26 12 2 

'/ 1, 820 50 28 22 44 22 

天 1, 200 26 16 10 38 10 2 

/1 1, 240 26 12 14 54 11 7 

人 1, 400 50 5 45 90 41 12 依(頼以上し、た営材林料署ピよ・県る機。〉関に
11 1, 430 29 22 7 24 7 

" 1, 700 35 34 3 

" 650 51 17 34 67 33 4 

" 600 50 28 22 44 22 
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表 3. 1 9 6 6 年のカラマツ

採集 球果の着生状況
地域別 (管制;)場 所 月日 採集

者 生木片石生鉱| 樹齢樹高胸高径

年 m l m 
北海道 網走営林署・網走市二ツ岩町 6.15 大野 36 I 24! 32 O. 3hal:j:l 7 本

11 1/ 美幌町盛栄 6.15 )11 仁 35 16 35 単 木 少|

11 旭川営林局・初11楽営林署 ① 6.20 森 38 18 30 O.4ha中 150木 多

1/ 1/ @ 6.20 11 38 20 32 11 寸i

11 1/ ③ 6.20 1/ 29 12 20 0.05hal ド 10本 少
ノf 夕張営林署・登川国有 286 7. ‘ 5 藤村 15 10 一 8. 45ha中 10本 多

11 北見営林局・斜里営林署 6.23 佐脹 14 11 12 9ha中240本 少
11 1/ 北見営林署 6.23 相馬 13 5 13 6ha中 50本 " 

" !且川営林局・幾寅営林署 6.24 角田 38 19 22 単 木 11 

11 北見営林局・枝幸営林署 6.25 清水 36 17 24 11 1/ 

1/ 稚内営林署・稚内市大字芦間村 6.23 松本 37 16 36 1/ 普通

1/ 室蘭営林署・室聞事業区 418 6.28 図形 36 8 11 3 本

4l 1/ 北見営林局・置戸営林署 6.29 青木 42 22 30 7haI:IJ20本

11 11 遠櫨営林署 7.26 西村 40 20 45 小集団 11 

11 小清水営林署・斜里郡小清水町 6.28 整岡 27 14 26 単 オ〈 1/ 

11 札幌営林局・余市営林署 7. 4 佐藤 16 10 12 11 11 

11 北見営林局・滝上営林署 7. 2 坂下 10 6 8 11 1/ 

11 11 佐呂間営林署 7. 7 坂川 37 25 34 20 木 /1 

11 11 津別営林署 7. 5 37 20 21 5~6 本 /ノ

11 帯広営林局・都tlt営林署 8. 5 小日向 36 20 32 1. 6haι1] 5 本 11 

11 札幌営林局・札幌営林署 7.14 芳賀 54 20 36 50 本 普通

11 11 11 8. 1 岩名 51 23 36 120 本 1/ 

11 上川支庁・空知郡中富良野町 6.11 斉藤 28 10 15 0.6ha中50本

11 1/ 士別東町(私有林) 6.13 1/ 25 13 18 2ha中30本 1/ 

11 網走支庁・網走郡女万町 6.15 飯田 19 15 16 単 木 多

" 1/ 東藻琴村字新宮 6.14 1/ 26 14 17 3 本 1/ 

/1 11 美幌町字報徳 6.15 1/ 20 19 18 単 木 普通|
11 十勝支庁・中川郡藩別町 6.26 田畑 45 17 51 1/ 多

1/ 11 広尾郡広尾町 6.22 30 17 21 1/ 普通
11 11 H 大樹町 " 26 23 22 IOha中 15本 多

Il " 河東部音更町 6.27 15 8 15 数 木 普通

" 11 河西郡芳室町 /1 前田 18 15 16 11 多

関東

(栃木県〉 宇都宮宮林署・奥日光国有林 6.18 野田 23 9 12 12ha巾約 10本 少

(埼玉県〉 秩父営林署・大尚奥国有林 6.23 山中 120 25 50 111 オぇ 11 

(山梨県〉 甲府営林署・諏訪の森凶有林 6.17 秋山 40 18 30 " /1 

(静岡県) 静岡営林署・日士山 1 :1.;1有林 172へ 6.23 稲葉 70 10 24 2 ha 普通

" 11 1/ 122 " " 80 13 28 5 ha 多
11 !I 1/ 201 11 " 60 11 38 2ha 普通 l

" 11 ん' 172し、 " " 100 42 15 0.2ha 少
1/ 11 11 123 " 11 150 17 56 単 木 多

中部1.

6.
13

1
�1i *1 (岐阜県) 久々野営林署・相桃島国有林 45 23 38 18hat.jユ約 1∞本 少 l
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球果害虫被害調査表

被 呈日三 状 抗:
人天別 標(m)尚 結実促進処理 球よ長 内訳 |被(害定率>

備 考

調査数 健全 被害 タネパエ|タマパエ小峨

人 l3 6 7 7 54 

11 11 5 7 7 64 防風垣
11 110 34 2 32 32 94 チョウセンカラマツ

" 110 22 21 21 95 /1 

/1 110 18 11 7 7 39 

/1 260 47 27 20 20 43 

" 5 12 10 2 2 17 

/1 15 18 18 18 100 

" 500 24 2 22 22 92 

ノF 180 36 29 7 7 l 19 

ノ/ 80 52 38 14 14 27 

/1 100 2 フ 。

ノ1 420 9 8 89 

/1 4 33 18 I 15 15 45 

11 50 9 5 4 4 44 

" 
。 37 37 37 3 100 

〆F '? 8 8 。

1/ 170 
39.40 

7 2 5 5 3 71 

11 300 
3950.040 本実施

20 8 12 12 60 

11 60 
475本実施

29 15 14 14 48 

庁 120 29 16 13 ' 13 44 

" 54 52 49 3 6 チシマカラマツ

" 150 42 33 9 9 2 21 

λF 200 28 14 14 14 50 

" 50 47 43 4 4 8 

" 100 27 26 4 防風林
/1 60 33 10 23 23 63 

〆f 120 21 14 7 7 33 

" ? 14 6 8 14 57 

/1 50 有 26 16 10 10 38 

" 80 33 20 13 13 39 

" 100 26 25 4 

天 1.400 35 34 34 97 

" 1.700 17 17 17 15 100 

" 900 4 4 4 4 100 

" 2, 300 19 13 6 6 31 前年度球果

" 2, 450 20 20 。 11 

" 1, 350 20 15 5 5 25 " 
" 1, 250 20 19 l 5 '1 

/1 1, 850 22 10 12 12 54 11 

人 1, 560 9 9 9 100 
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表 3. (つづき)

球果の着生状況
地域別 (管轄)坊 所 集者

者生木|若生数
I !I-:: 1m! cm 

(岐阜.県〉 久々野営林署・キ11桃島国有林 6.13 清水i 岨 23 1 38 18ha中約 100本少

11 f/ N ノ1 1"  45 1 23 1 44 f/ I /1 

11 11 11 1/ I /1 45 I 24 I L:2 11 I /1 

11 11 11 1/ 関 l 45 24| 42 " /1 

1/ /1 1/ I1 /1 45 23 36 11 11 

11 小坂営林署・落合同有林 6.23 荒井 52 26 42 よH 木 11 

I1 荘)11 11 -一色国有休 6.15 一 一 一 11 /1 

中部2.

(長野県) 長野営林署・保科山国有林70 6.30 洞口 12 6 12 単 木 少
tI 上回 11 -大門山国有林103 6.25 山辺 80 23 50 11 11 

11 " 11 114 6.21 滝沢 50 16 30 10 本 11 

11 1/ n旧町大字長 6.17 11 20 14 20 単 木 コ指伝色1 λill可i 

11 11 上田市新屋町 6.28 岩下 14 7 12 11 多
11 " 和山国有林24へ 7. 7 小沢 40 20 30 〆1 少
11 埴科地方事務所 7. 一 一 一

11 岩村田営林署浅間山国有林31 6.22 田中 39 18 30 単 オご 少
11 関東林木育種場採種林 18 7. 6 小沢 14 8 16 " 

1I 

11 11 26 11 11 44 19 30 11 11 

11 北佐久地方事務所佐久市大字常和 6.30 宮川| 28 17 22 2 オ三 11 

11 J/ 小諸市野馬取 11 荒井 20 15 20 単 木 11 

11 日回営林署岩板久保宮造 7. 5 小林 31 17 26 1/ 11 

1/ 南佐久地方事務所・川上村梓山 一 一 一 一 一

// 11 11 一 一 一 一 一

11 大町営林署鹿島山岡有林103 6.24 関谷 40 20 34 単 木 普通

tl 北安曇地方事務所白馬村大字北城 6. 7 竹内 30 14 15 12 木 少
11 /1 11 神城 6. 9 /1 32 16 20 4 本 1/ 

11 11 大町大字常盤 6. 9 北沢 45 23 46 単 木 多

11 11 松川村天狗岩 1/ JI 40 18 36 11 少
11 dゲ 池田町大字広津 11 rI 45 20 38 30 本 11 

11 松本営林署波 IIlí l古畑 7. 2 新井 80 23 45 単 オミ " 
1/ 福島 H 日義国有林137 6.14 徳繁 17 10 10 11 11 

11 11 11 141 11 :1 50 20 40 " 1/ 

11 11 日義村野上民有地 6. 9 '/ 45 25 40 11 11 

11 西筑摩地方事務所・開田村字地越 6.29 佐藤 46 19 33 3 本 11 

11 11 円義村渡沢No.3 5.16 小沢 70 22 4i 1f1. 木 11 

11 11 11 NO.6 6. 8 ,'l 70 20 45 11 11 

11 諏訪営林署・束俣国有林162い 6.22 岩屋 50 18 40 単 木 1/ 

11 11 本郷広原庁 29は 6.29 生駒 60 19 36 11 11 

11 11 11 11 11 f/ 50 18 36 11 11 

11 んF 〆J 1/ 11 fI 55 22 34 11 11 

11 11 11 11 11 11 50 18 34 ん' 11 

" 
11 1, !I H 

" 65 20 46 11 11 

11 11 11 331 は 11 " 60 18 40 11 11 
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ネ夜 害 状 i5寸u 
人天別 標(m高> 結実促進処阻 Ej{呆 内訳 被(害96率>

明i 考
調査数 健全 被害 タネパエタマパエ小掛

ノ\ 1, 560 46 46 46 2(イト
100 熊のl噛みあとヒキ

11 1, 560 100 
11 1, 560 28 28 28 5(イ卜

100 
ヒキ

ノノ 1, 560 14 ! 14 14 100 
/f 1, 560 12 11 92 
/1 970 4 4 4 100 

15 I 1 忌 15 100 

人 1, 000 1 52 52 52 7 100 
!I 950 I 9 9 9 100 
!f 1, 250 I 2 2 2 100 

'1 1.000 30 30 30 100 
11 420 16 14 2 2 13 

'1 1.100 有 32 32 32 7 10 100 試験地

一 18 18 18 100 

人 1.000 7 6 14 {試交ニ雑ホ験種ン×木塩ヨー野苗ロ畑ッパ
11 1, 050 ギ{ 15 15 15 3 100 
11 1, 000 11 32 32 32 5 3 lOO " 
" 一 15 15 15 100 

" 1, 200 37 37 37 13 lOO 
fI !, 600 22 I 12 10 10 45 前年度球果

一 行 13 13 7 100 

一 1/ 8 7 7 2 88 

A 1, 050 20 3 17 17 85 前年度球果
11 711 13 13 100 
11 720 17 17 I 17 3 100 
11 710 25 25 25 3 100 
11 820 21 20 20 2 95 
1/ 700 2ふ L,;:) 25 100 
f/ 690 30 。 ヨーロッノマカラマツ
If 1, 400 24 19 79 前年度球果
f/ 1, 400 10 7 、:.:. 3 30 1/ 

" 1, 400 26 26 26 100 11 

天 1, 200 39.3木実施 52 52 52 7 100 

人 1, 100 26 26 26 100 木曽分場試験木
If 1, 100 11 26 26 26 10 100 11 

天 1, 000 3 3 3 2 100 
11 1, 500 ぷf 26 25 25 96 
'1 1, 500 '1 26 25 25 96 
'ノ 1, 500 /1 26 26 26 100 
11 1, 500 '1 26 26 26 100 
11 1, 500 11 26 26 26 100 
11 1, 600 /1 14 14 14 100 
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表 3. (つづき〉

地域別 (管轄〉場 所
数
一生
一
多
少
庁
海
M
M
H
-
少

M
M

抱
庁
少
H
多
少

況
一
着
一

I
l
l
i
-
-
f
l
i
l
-
I
l
l
i
-
-〕げ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-


状
寸
|
「
|
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-

紘
一
木
一

の
一
=
二
木
本
木
本
木

果
一
生
一

球
一
一一者
一
単
6
単
2
単

一
抱
一mお
お

m
u
M
民
8

竹
山μ
n
M

お
お
却
お
お
目
白
羽

畑
一
附
一

の
一
両
一
m
u
n
m

は
お

9

ロ
旧
同
凶
げ
凶
却
凶
げ
日

木
一
樹
一

集
丁
|
γ
ー
ー

I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
1
1
l
i
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-
-
-

採
一
齢
一
年ω
ω

白
羽
羽
山
お
却
羽
目
お
お
お
同
日
間

一
樹
一

者
駒
池
下
林
東
田
津
賀
上
尾
木
島

集
ノ

H
H

林

採
生
小
山
小
伊
原
新
有
水
西
青
水

集
日
却

7
7
8
9
n
n
M
Y
E
2
9

同
自

M
U

日
目

採
月
ふ
ノ
ノ
ふ

6
.
ι

ふ
ふ
，
ふ

F
L
ふ
ふ
ム
ふ
ふ
ふ
ふ

中部2. I 
(長野県)1 諏訪営林署・本郷広原国有林331 は

|諏訪地方事務所・富士見町;陸自沢

1 11 諏訪市湖南

1 /1 上伊那郡箕輪町

| 茅野市泉野

|伊那営林署・黒河内国有林275
1γ 1/ 276 

| γ 補国有林122

|上伊那地方事務所・高遠町入笠山

1 11 長谷村鹿嶺

|駒ケ根営林署・塩川国有林

I 11 大河原 H 

|下伊那地方事務所・上郷村

I 11 阿南町大宇和合

関 西1 (岡山)津山営林署・石越国有林
| アプ山 H 

注) 1. 球果は各地へ30-50個を目壌にして採集を依頼し(採取場所は任意)，送付された資料!とっき，解析をおと
2. 被害球果数lとは被害程度の大小lζ関係なく，加害を受けているものはすべて含み，被害の内訳では害虫別の被
3. 調査か所数 101，内訳 北海道 32， 関東 8， 中部(岐阜) 8, 中部(長野) 51 , 関西 2
4. 11峨はほとんどが Robesia sp. であった3

2. 加害樹種

カラマツ以外の各種針葉樹の球果を機会あるごとに調べたが，カラマツタネパエによる加害はみられな

かったコしたがってわが国におけるカラマツタネパエの加害はこれまでのところ下記の 3 樹種に限られる

ととになる。

ニホンカラマツ Larix leρtolepis 

チョウセンカラマツ L. koreana 

グイマツ L. dahurica var. jaρonica 

表 1"-'3 にある松本営林署波田苗畑のヨーロッパカラマツの球果には 3 年間ともにまったく加害がみと

められておらず，また，小諸市郊外の関東林木育種場構内にわずかに結実していたヨーロッパカラマツの

球果にも寄生がみとめられなかったので，わが国では，乙れまでのところヨーロッパカラマツは乙の加害

樹種の中江入らない。わが国以外では，次のような樹種の球果を加害するとされているむ

シベリアカラマツ Larix sibirica*24)29) 

ダフリアカラマツ L. dahurica*24>29)

スカチョフカラマツ L. Sukaczewii*24) 29) 

オリガカラマツ L. olgensis*24)29) 

e の種名は DYLIS， N. V. (1961) (柳沢・中国，抄訳，北海道の林木育種， 10(1)) Iとよる。
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被害状況

人天別!|標(m高) 結実促進処理 球調査呆数I 健全被害タネパ内エlタマパエ訳|小蛾被(害免率>
天 1, 600 有. 26 26 26 

" 1, 600 11 17 8 9 9 

11 1, 600 1/ 19 19 19 

一 1, 250 68 68 68 

一 1, 140 23 23 23 

人 1, 250 16 16 16 

" 1, 000 12 12 11 

天 1, 460 35 35 i 35 

11 1, 270 18 18 I 

18' 

人 1.400 52 52 I 51 

/1 1, 600 73 73 73 

/1 1, 200 36 36 36 

1/ 1, 300 15 15 15 

天 1, 000 47 47 47 

人 750 35 35 35 

1/ 1, 000 9 9 9 

11 600 8 8 

'1 800 37 37 

t!， っ?こ。

i!i-球呆数を示すため合計・が謝査球呆数とは合致しない。

チョウセンカラマツ L. Koremw6l 

ヨーロツノ手カラマツ L. decidua (L. euro，ρaea)õl 

カナタ・ッヵー Tsuga canadensisl�) 

100 

3 53 

100 

100 

100 

100 

4 3 100 

100 

4 100 

15 100 

9 100 

2 100 

100 

5 100 

100 

100 

。

。

備 考

土砂流出による山守木

架線施設による根傷

一般に，針葉樹の球呆のみを食物としている昆虫 (true cone eater) は寄主範囲がせまいものが多い。

このカラマツタネパエも true cone eater であって，加害樹種はほとんど Larix 属であるが， Tsuga の

球果Jとも寄生するという GYÖLFl の報告戸}は ， Lari;ç)再の天然、分布のない北海道に，カラマツタネパエが分

布している事実と考えあわせて興味深いη すなわち，北海道のカラマツタネパエば， Larix 属以外の寄主で

生息していたものが，カラマツ造林の拡大!とよってこれに移行したものであるのか，または，本州やカラ

フト，千島からのカラマツの導入とともに持ちこまれたものであるかは，これまでのと乙ろは不明である c

3. 被害状況

カラマツタネパエの寄生をうけた球県内の冊子が，どの程度の食害をうけていたかく種子の被害率)な

どの細部については後述するので，ここでは球果がどのくらいの割合で寄生をうけていたか(球果の被害

率)について検苛する 3

各地における調査結果は表 1........3 に示したの 1964........1966年の 3 年間の球果被害率の変動を長野県内のデ

ータ(ヨーロッパカラマツとその交雑fIfi，前年結実球巣，薬剤散布の行なわれたもの等は除外)で調べて

みる。 10箔間隔で被害率の頻度分布図を各年について作成すると， 図 2 (各年の調査か所数が異なるた

め，頻度は調査か所数:ζ対する比率で表わした)のようになった。 1964年は 102 か所の調査のうち， 39か
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機被害発生地

医1 1. カラマツタネパエの分布

所で 100% の被害をうけており， 9096以上のところが大半を占め，被害率の平均は78.1%に達している c

1965年には90か所について澗査されたが，被害率は前年i亡くらべると減少して，平均で60.0%となっ f-C

また， 10096 の箇所も 7 か所と大幅に減る一方，無被害のと乙ろも 7 か所あらわれ，被害率の制度分布の

かたよりはみられなくなったのしかし， 1966年になると，被害率は非常に高まり， 43か所の調査のうち，

実に37か所で 1∞%となり， 40か所で90泌を越えた。平均でも96.3%となり，ほとんどの球果がカラマツ

タネ)~エの寄生をうける状態となったり

長野県以外の場所の被害についてみると，表 3 に示すように，北海道では1966年に32か所について調査

され，局所的には 100% ないし，それに近い高率の被害があるものの，平均では50.6%となり，同年の長

野県下の 96.3% :とくらべると被害は相当に軽かったといえる。 1965 年にはわずか 4 か所の調査であるの

で，くわしくはわからないが，平均で73.7%で同年の長野県の57.4%をやや上回っていた。富士山麓では
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% 
4.0 

30 

20 

10 

頻

1964年

1965 年:こ 13 か所の制査が行なわれ， 1 か所で

100?6 近い被害があるものの，平均では 27.Hぢと

かなり低かった内 1966;ド(表 3 )のこの地域のデ

ータはすべて前年結実f*!1~なので，当年の被害程

度は不明である， 111+， 1 り 13) によると， 1967年に山

梨県側の，忠商1 ， 000111から 2 ， 480m (5 合目〉まで

の 9 地点で，それぞれ約 100 酒ずつの球呆を調べ

たところ、 5 {~目で 6696であったほかは，他の 8

地点、:まほとんど 10096 の被告をうけていたと報じ

ているので，ロ 1-:"1)設においても年によって被害

I 965'i王

~IOO 

卒はかなり変動するものと忌われるコそのほかの

長野県周辺の地域はほぼ同県と司様の被害をうけ

ているようである。

このように，カラマツタネパエによる球巣の民

害率は年によって，また?地域によって，さらに

局所的な諸条件のちがし日こよって，相当大きえ変

動をする。その主な!日tl1:;1 は J~五県の私![実量が，年と

場所iとよりはげしく変動することによるものと忠

われる ç これについては別にあらためて論ずる

が，ここでは ， ì)~に表 1'"'-'3 にのっている天然林
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図 2. 長野県下各地にお :1 る 3 年間の寄生率

頻度分布団

と人了.林，際高，乱!i実促進処理の有無と被害率の

関係についておおまかな検討を加えたい。 196411'-

のデータ(表 1 )についてはすでに解析が行なわれているが， 図 2 にみるように， この年:二長野県内全

体で被害率が 90% 以上のところにかたよっているために， このような解析を行なうには不適当であった

(1966年はさらに不適)と思われるので，被害率のばらつきの大き t. 、 1965~1~ (去 2 )の長野県のデータに

ついて桧討してみると次のようになる c

地域的な業の有無をみるために，北情: 6 か所，京信: 39か所、中信: 26かjijr，南信: 19かï!iT について

の平均の被害率を ili したところ，それぞれ、 66.89? 58.8~ ， 66.196. ふ0.496 とな勺て，乙~;_ら 4j也域の

聞には被害率のÆはほとんど無かったロそこで，長野県全体で、標高のわかっているものをし OOOm以下，

1, OOOm""'-' l, 50001 まで. 1 ， 500m以上の 3 段隔にわけでみたところ， 1, 000111以下では平均68.796(22か所)

の被害率となり. 1. OOO~ 1, 500 m では68.4信 (40か所)， 1. 500m 以ートーで・:;:J: 41. 25記 (20か所)であ-，た n

1 ， 50001 以上の，際高にあるものの平均の被害率がp それ以下のものにくらべややほい結果となったが，前

述のように，この年の宮士山麓の怜害率カ~27. 1%であり，その調査箇所はほとんどし 500m 江 1--の怯高で

あったこと，さらに. 1967 年にやはう宮土山鎚において 5 合目 (2 ， 480m) のみが66?6で，それ以下の所

では100鮮であったことなどを芳えあねせると，一段的に桜前i約1， 500111以 Fでは際 I~ :J によるほ害率Jカおま

ないが，特:こ標高の，;:)い場所では被害が少なえなる傾向があるように思われる::: ;).:にjえ然体と人工ι1~につ
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いてみると，天然林27か所の平均は48.696，人工林56か所の平均は62.1%であったっしかし，南信だけの

場合は天然林58.396 (7 か所)，人工林59.796で差はなかった。天然林はほとんどのものが標高1， 5∞m以

上のと乙ろにあるために，被害率の平均値は人工林!とくらべ低くなっているものと思われる。結実促進処

理が行・なわれた 16か所の被害率の平均は64. 096 , ;~t処理のものは52.496 (21か所)で，わずかながら処理

を行なったところの方が高かった。

4. 生活史の概要

カラマツタネパエ Hylemya laricicola の生活支は SEJHER ， M. (1 929)2i九 ZONOVA， E. V. (1935)加ら

による報告で;ま，年 1 化性で成虫は春期に羽化し，カラマツのおL 、球以の極りんの内側に産卵し，ふ化し

た幼虫は球泉の内部に入り，種子や花輪hを食害した J受に初夏に力11害球~から脱出して地一|てに落ち，落葉層

の中で蛸化し、そのまま冬を越し，顎ぷ千に成虫が羽ιするとされている c

しかい われわれが長野県ドで iìl，'J査したと乙ろ， さらに次のようなが実が明らかになった。すなわ

ち，老熟幼虫は多くの場合は，上，;己のようにそれまで加害していた球架から脱出して落葉屈の中や地中

〈深さ約 5cm まで)で踊化するけれども，少数のもの:ま球県から脱 tHすることなく， モの加害した球呆

の内部で踊化するコたとえば， 1964年に長野県の臼国営林署首=内から採取しだカラマツ球巣の調査では，

2， 070個の被害球果中に内部に蝿の存在をみた球呆は233筒 (11%;: あ「た℃

次 lこえ!!.中で踊化した桶も，球栄内で踊化した踊も， ξ の多くは当!イド;こ ;];J Iじするが，その-ll~)には酬のま

までさらに l 年を過し加害後 2 年目の春にはじめて羽化してくるものがあることも判明した。カラマツ
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図 3. カラマツタネバエ周年経過図(浅間山麓標高1， OOOm) 
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球果はかなりの間断年数をおいて豊作になることを考えあわせると，このように羽化が遅れる乙とはこの

虫にとって，結民的に極の保存のためのひとつの適応方法となっている。個体碑の一部が普通のものより

も長期間休眠を続けた後に成虫となり， 繁殖に参加する現象は true cone eater にはかなり普通的 lとみ

られるようである υ

カラマツタネパエの周年経過は凶 3 のどとくであるじただしこれは浅fH]山踏の隙 ;Oj約1， 000111 付近で

の調査結果をもとにして，平年並みの気象条件の場合を描いたものである内

5. 羽化時期

(1) 室内における謝査

1964年の秋!こ長野営林局臼田営林署・管内海の口国有林から採集され，1ti京・目黒の林業試験場造林部に

送付されてきたカラマツ球巣は，ほとんど全部がカラマツタネパエの加害をうけたものであったコこのう

ち11%の球果にカラマツタネパエの踊が 1 個ずつ見つかったのでこれを取り出し，冬期は日中暖房のある

室内に脱脂綿を敷いたペトリシャーレ!こ入れて放置しておいたところ， 1965年 2 n24日から成虫が羽化し

始めた。そして，乙の宇j 化は約 2 か月間続き. 4 月 26ヨに終了した。 3 月 10日ころまでは羽化してくる成

虫の数も少なく，断続的であったが， 3 月 15 !3 ころから急に羽化数が増加l し， 1耳目羽化がみられるように

なり，乙れが約 1 か月!日!続いた。そして 4 月下旬には少数のものが断続的 Jこ羽化するようになった。

合は全期間を通じて IU現したが，♀は初期には非常に少なく 3 月中旬以後に多くなった〈凶 4) 。

一方，浅間山麓の小諸市側の限高1， OOOm のところにあるカラマツ林から， 1963年の秋に採取された球

果が，そのすぐ近くにある関東林木背開場長野文弱の実験室内 lと置かれていた《 この球-恥の中に残留して

頭10
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図 5. 野外における羽化時期
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写真1. 地中に設置した蛸からの

羽化三1/1査開制 ()IIJ-.'f'j")

いた踊から， 1964年の呑 '~I三羽化した成虫についてはその数や

時期を諜しくおlべることはできなかったが， 1965年の春には

踊になってカ=ら 2 @]の冬を越した個体が 4 月 1 日持・ら 4 月下

旬にかけて，その球よl~から羽化してきた (ò 11頭，♀ 21頭〉。

なお， この宗内は暖房されていなカ・った。

(2) 野外における調査

皇f外のカラマツ円樹;~~，本では落葉層の rþや時年結実して樹上

:こま t:' r子生している球県の中にある踊から存期にどのように

成.11，が羽(じするかを調べるために次のような調査を行なっ

たc 関東体イ :ï1J極場長野支f坊のカラマツ可:.j~i体(浅間国有林

26体ÞlE，樹 ìl以内40年， 壊i当約1， OOOm) で 1964年に結実した

1ま県:立大;部分がカラマツタネパエの加害をうけていた。 196.1

年 6 ):j!こ 7 ノj，:のが，j:制について行なった調査では， 279 借|の球

投中 226 悩が万IJ害をうけていたっそこで、 1964年の秋:ζ球呆

内K舗の浅-，ている卒のi話~ "母樹を 4 本選♂， せれから約

2.000 祖のJ料品を沫取し， これをナイロン製の織目の荒い布

袋lこ入れて，母樹の制冠の中央同につるしておき，そのまま冬を越して. 1965年の春 lことれるの球呆から

羽化してくる成虫を毎 FI JIMべた c また，落葉層の中の蛸からの羽化を詞べるために、[司じ母樹の樹冠下の

落葉屑カ・ら 253 f同の踊を採集し， これを;植木鉢の巾に入札. I当然状態で落葉通の中にある婦と同じような

表 4. 関東株木育陸場(小諸di)

における春の月平均気jlti

3 工I 月C 
。じ

1 9 6 4 "下 0.6 13.0 

196 5 年 - 0.3 �. 1 

1 9 6 é 年 ふ 0 8.3 

1 9 6 7 í干 2.4 8.2 

平均 (1961~1967) 1.5 9.8 

生存ヨ数 I 4 5 

東京・室内
$ l 2 

14.5 

14.2 

13.2 

15.3 

14.6 

7 

状態にして母樹の版元に設:宣し，容になってから薄

布をかぶせて羽化してくる成虫を調べた(写真 1 ): 

;þJιの観第は1965年 4 月 1 日から行なったc

そのj結果は閃 5:こ示されている守すなわち，羽化

[土 4 Jj 8 日から始まり， 5 月 6'U (こ終了し， ξの問1

*(01 か !J を要した'-' Iyijj主の室内における主化の場合

と II!j:j主に， 古!ま全羽化期 IL\Jを通じて出現したのに封

して，♀はかなり遅れて 4 .iJ 1811 から ;ÞJíむを開始し

表 5. J点 虫 の

8 I 9 I 10 I 11 12 1 13 I 14 I 15 

3 I ι 6 0 

19652)l ♀ 
。 3 2 !  4 5 8 1 

暖房り 計| ーハ フ ~ 1 6 ' 6 I 3 

小諸・室内
3 

0 12io  

19652) 
。 。 C o i o I 0 I 0 

暖房し ..., 
' r、 4 l 4 ;) o I 2 I 0 
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たりまた，宅1)':1の場合:ふはっきりとした羽化の最盛期を示さなかったの定対し， ~I!f外の被害球果からの

羽化は 4 且 17 ， 18, 19 日の 3 rl ，: \jが最盛期であったコこのころは気怖が向く， II I'jれの 11 が 4 [1 !1\l続いてい

る。気温の低い，しかも曇天の日には羽化が1とんどみられなかった円また，羽化した間体の数が少ない

のではっきりしないが、樹上の球'~~内に残留した踊からの羽化のH剖明と，前 Q'~lrィIf人l の !1~1íからの札 fじの時刻

ではう前者の方が与1. く， f走者の方が.ìftい傾向があるようであった(前者は 4 J.J 1*1 イ IJ!乙活中し， ê走者は 5 月

上旬に集中している)コただし， 1965年の長野県下における春の気焔は平イ1:' にくらべてかなり低かった(去

,t_) 0 関東林木背開場長野支場の制有によると， 相物の生育も平年:ζ くらべてlO rl から20日程度の遅れが

あったというので，上記のカラマツタネパエの羽化H与羽も，平年並みの者の;{(象条件ではこれよりもかな

り早まるものと思われる c

6. 羽化の時刻とその行動

羽化は午前中!と行なわれ，室内における観察では，大部分が午前 8 時から 10時のImlこ羽化したっ野外に

おける場合も長野県の浅間山麓や川上村のカラマツ林で観察した例はすべて午前11' であった。

羽化の方法は頭部の額のうをふくらませたり，縮ませたりしながら、|明!揃殺の îiíj)jを，的節と腹部の境

界あたりまでたてに訓り，背而側のIJft蛸殻を押し開いて休を出すc これに要する時11'，j( il0分から 30分程度

である (Pl. 6-D, E, F)c 

開踊殻から LBたばかりの成虫は趨が料iみ，腕毛だけが黒色を持:び，全体iこ i炎 Lft緑色をsl:するコしかし30

分程度で遡は完全にのびきり、 211切'iJ桂度経過すると体色も県灰色となり飛非]するようになるっそして、

このころになると，複眼間隔!とよって容易に合♀を識別できるようになるつ日n )'a~が 1\'11 まらないうちは合で

も左右複限がはなれているので合♀を判別しにくい。

7. 成虫の生存期間・抱卵数・産卵前期間・性比

窒内で羽化させた!茂虫を内径3.5cm，長さ 20cm のガラス管に入れ， 7Kで静めたノ、チモツを脱脂綿iζ設

みこませたものを与えて， 1965年 3 月から 4 月!こかけて、東京，目黒の研究主内で生存期間を調べたとこ

ろ.表 5 上設のような結果を1~t.こ。乙の場合、調査が行なわれた研究室は，日中暖房されていたc また関

東林木育種場長野支場構内(標高約1， OOOm) の暖房のない室内で、同様の方法で飼育したところ表 5 ，下

設のような結果になったっ東京の暖房(日中のみ〉のある室内では舎は平均10.411 ，♀は平均11.8 ヨで，

合と♀の生存期聞には差がなかった。とれに対し、より白然、状態!こ近い氾度条件にある関東休木育種場長

野支場の宰河では，舎は 12.7 日?♀は18.8日となり生存期間が東京の場合よりも長くなるとともに， 合よ

生存 j~] mJ 

16 I 17 I 18 1 19 20 I 21 I 22 I 23 1 2 

。 。 。 。 。 。 。

。 4 2 。 。 。 。 。 o 1 39 I 1 1. 8 i 4. 8 

l 5 2 。 。 。 。 。 o 1 79 I 11. 1 1 4. .:; 

。 。!。 2 。 。 。 2 。 。 21 5.9 

3 1 1 4 。

。 I : I 。
。 。 。 3 14 5.3 

3 2 I 4 。 012  I 0 。 。 2 3 35 15.1 6.5 
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りも♀の方が長く生存するという結果が得られた。しかし，ガラス管を用いてミツを与えた室内の飼育条

件!ま，自然状態にくらべて空間の広さ，禍湿度，食物など，カラマツタネバエの成虫にとっては不適当で

あったと思われるので，野外の自然条件では表 5 の結果よりも，さらに長く生存するものと考えられる c

上記のような室内飼育では，交尾，産卵をさせることができなかったごまた，羽化直後の♀の卵巣は未

成熟であり，室内飼育でほ，卵巣の成熟がややみられたものは40頭のうちわずかに 1 頭であった。♀の卵

巣は11本の卵巣小管からなっており，それぞれの卵巣小骨には 3 伺の卵母細胞が入っている c これにより

抱卵数は少なくとも60~70程度であろうと考えられる「

1965年に行なった関東:体木育積場長野支場付近のカラマツ林での野外調査では， 4 汀 18日に♀が羽化し

始めて，産卵が開始されたのが 5 月 7 日であった c このことから，♀が産卵を開始するまでには羽化後20

日程度かかるものと考えられるゅう

.r生比については，図 4Z示されている調査結果から♀$の数を総計すると t83頭，♀ 106頭〈古: 44%, 

♀: 56%) となり，同じく図 5 についてみるとき 23頭，♀ 25頭(合: 48形，♀: 5296) となる G このほか

に1964年に関東林木育種場付近で得られた成虫はき 11頭，♀ 21頭(合: 34%，♀: 66%) , 1965年に得ら

れた 1 世代 2 年を要する個体の成虫は， ~ 21頭，♀ 14頭(古: 6096，♀: 4096) であった。とれらの結果

から性比はほぼ 1 : 1 と 5考えてよかろうっなお SEITNER ， M. (1929年)の調査では古: 43%，♀: 57% と

報告されている24)0 

8. 産卵開始時期と産卵期間

カラマツタネノfエを防除するためには，産卵開始の|時期を正確に知る必要がある E そこで，関東林木育

種場長野支場のカラマツ林で， 1965 年 4 月中旬ょっ毎日， または隔日に， 10"'20 個ずつのカラマツ雄花

に布袋をかぶせ， 5 月中旬にこの袋内の雌花(幼球果〉を割ってカラマツタネパエの幼虫の存否，および

加害痕の有無を調べた。その結果， 5 月 6 日以前!と袋をかぷせた若球果には全く幼虫が見い出されず， 5 

月 7 日以後に袋をかぶせた球果からは幼虫が見い出されたの乙のことから 1965年!とは 8 月 7 日ころから産

卵が開始されたととを知った。 1966年の春には，それまでの調査によって産卵部位がはっきりわかってい

たので，雌花!と袋をかけることはせずに1965年の調査と間一場所で毎日，または 1 "-' 2 日おきに40個程度

の雌花について産卵の有無をしらべたところ， 4 月 23 日までは産卵が認められず， 24 日， 25 日の両日は調

査しなかったが， 26 日の調査で， 50個のうち 15個の球呆の芽りんに卵を見い出すことができた。そして，

乙の50個の雌花(幼球果)はその後， 5 尽 2 日までに491闘が産卵をうけた。 1967年にはやはり 40"-'50個の

雌花を毎日観察することにより， 4 月 26 日から産卵が開始されたことを知ったc また、 1964年には，関東

林木育種場長野支場の百瀬行男氏(現林試木曽分場)と山手広太氏(現九州林木育種場)が上記と同一場

所でカラマツの人工交配のために行なったチュープかけによって， 4 月 16日以前lとチューフ.をかけた雌花

には被害がなく， 4 月 24 日 IC チューフeをかけたものには被害があったことが知られているつ

この 4 年間の調査において， 1965年の産卵開始時期が他の年にくらべ約 2 週間遅れているのは，前述の

ように乙の地方の1965年の春の気温が異常に低かったととが原因であると考えられる。春の低温は当然カ

ラマツの発育にも影響する。関東林木育種場長野支場では毎年春に，カラマツの花粉の飛散する時期を調

べているので，その資料を参考にしてカラマツタネパエの産卵開始時期を1964----1967年まで 4 年間につい

て図示したものが図 6 である。また， 1965年!と行なった羽化時期の調査結果も合わせて図示したc これに

よると，その年の気象条件の違いによって，花粉飛散時期も羽化時期もともに変動するが，両者の変動は
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羽化時期調査は1965年のみ

図 6. カラマツ花粉飛散とカラマツタネパエの羽化・産卵

平行的であり，いずれの年においても，カラマツタネパエの産卵はカラマツの花粉の飛散が終了lζ近づい

た乙ろから開始されることを知ることができるっそして， 1965年の調査結果を見ると，カラマツタネパエ

の羽化ばカラマツ花粉の飛散が開始される前から行なわれ，花粉の飛散が終了に近づき.カラマツタネパ

エの産卵が潤始されるころには，羽化がほ!ま終了するものと考えられる。産卵が開始されるころのカラマ

ツの雌花は，短技と芽りんの境から長さ 1. 2"-J1. 5mm (雌花は照枝の先端から湾曲して直立J-.向するので

その中心からの長さ)ほどに成長しており， 琶りんはほぼ仲び切って， これが雌花の表面をおおってお

り，太さ(最大直径)は 7~9mm ほどになっている c 碕りんはまだ小さく，萄りんの付け根:Cj苛さ1. 5

mm程度で;忍められ，乙れに長さ 1111mほどの妊珠が付着している 3 雌花の柄に群生する針葉法長さ 7~

8mmほどに成長しているが，まだ発育の途中であって横には十分潤いていない。その下にある茶褐色の

芽りんはまだそり返らず，その上の針葉群の基部を包むような状態にある c 初期の産卵はとの芽りんの間

環に行なわれる c 葉芽は 5 "-J 7mmほど!と伸びているが，まだ東状である。

産卵は上記のように 4 月下旬から開始され，その後約 1 か月間継ぞくする c 1966年には関東林木育種場

長野文場のカラマツ林では， 4 月 24-----25 日に産卵が開始され， 5 月 25 日 {ζは産卵後まもない卵がわずかに



- 48 ー 材、業試験場研究報舎 ;.1'; 247 守

見られ、 未ふ化Jf~ は 6 n 3 IJ まで認められた合 1965 年に長野1J11P~筑摩郡日義村にあるカラマツ林(標高

700m) における観察でも， ;))]上旬より 6 月上旬まで未ふ化卵を見ることができたつ また 1967年の調査

では上IB営峠署和山国有林のカラマツ株(標高約 1 ， ooom) で 5 月上旬から 6 月 14 日まで末ふ化卵がみら

れ，また白川吉林署立事凶有林(襟首約1. 200m) では 6 :] 1611 にまだかなりの未ふ化卵がみられたc 富

士山の 5 合目(標高約 2， 400m) では 7 JJ 11 1旬でも未ふ化卵をみることができる。

成!Üの飛刻距離につL、てはまだ不明である。しカ・し，以前にカラマツ球果が結-実したことがまったくな

い場所であって，しかもその周辺約 1， OOOm 以内には結実可権と目、われる樹齢のカラマツ樹が全くなかっ

た林業試験場木曽分場のwi~trnで， 1966年にはじめて数筒の結実をみた際，その球県にも寄生がみられた乙

と，また幼齢林の中に，たまたま結実した木がある場介!こもしばしばその球果に寄生が認められることな

どから.成虫ほ lkm 以.1 :，さらにかなりの距離を移動し、またカラマツ若球果をさがし出す詑力も;奇い

ととが想像されるこi

9. 産卵場所

カラマツの雌花!ま I~m芽後，まず萄りんが述やか{ζ充育しその表前をかたちづくる。そして萄りんの発育

がi'~~JLするころから，それまで替りん。におおわれてL、た積りんが発育して?っし川こ!ま替りんに替わって若

球果の表面を形成するつ

カラマツタネパエの産卵(ι 雌花(幼球果〉の表面がまだ低りんでおおわれている初期1の段滑において

は，慌校の先端(球果の梢の付根J にある冬穿のなごりである茶褐色の芽りんの n日|涜iζ 行なわれる (Pl.

5-1\)，也りんの問 :ζ産みつけられることはない。さらに， 必H卜l される芽りんの部分は、 雌花が直立向上

するために湾白している州の外側に限られている c これほ雌花の柄が外側に湾曲しているために，乙の部

分の芽りんの重なりがゆるんで産卵に適したI~IH諜を提供しているの!と対し，長技にi郎、;斗側の部分の芽り

んはその重なりが需となっており，その上芽りんの上部の針葉が成虫の産卵行動を阻害しているためであ

ろうと，1J1われる。またそ!i. りんの間隙に産卵されないの!土ラ五りんの先端が外側にかなり械端にそり返って

いる乙とが，産卵をさまたげているのであろう c

カラマツ雌花の発育が進み，種りんが萄りんより大きくなって幼球果(雄花)の表而を形成するように

なると，乙んどは産卵は積りんの内側に行なわれるようになるくPl. 4-D, Pl. 5-B)" 乙のような段階に

なると，芽りんに新しく政みつけられる卵は見られなくなる。長野県西筑摩郡日義村で， 1966年に同一カ

ラマツ旬:樹から，カラマツタネパエ産卵時JþJの初期，中期，終了直後期にそれぞれ相当する 4 月 26 日，る

月 15 ヨ， 6 月 8 ヨに， jJIJ 々に若球呆を採集し.芽りん悶|事と極りん内側への産卵数を調べたところ，表 6

表 6. j産卵 H寺山!と産卵場所(1966年，日義村)

1 調査| 芽りんへの産卵数 | 程りんへの産卵数 | 全球果採!?量! γ I .,.-3:.'"..1 rv '''''..J'''_.c.，'7I''~ I 

竺~I釘最小|最大|平均|標準偏差|最小|最大|平吋標準偏差|最小 i 最大|平均|標準偏差
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表 7. 球果上の卵の位置

噌
AI
 

r-v 
下 計

内
282 578 425 1, 285 

( 7.4%) (15. 196) (11. 196) (33.5箔〉

外
197 508 347 1, 052 

( 5.19ぢ) (13.2%) ( 9.096) (27.49ぢ〉

左
120 391 234 745 

( 3.1労) (1J.2%) ( 6.1%) (19.4%) 

右
151 355 248 754 

( 3.9%) ( 9.396) ( 4.5%) (19.79ぢ〉

750 1, 832 1, 254 (1∞3.0， 85636 >(19.6%) (47.89ぢ) (32.796) 

のようになった。乙の年は非常に産卵数の多い年であったが、表 6 !乙より 5 月中旬から産卵場所が芽りん

から種りんへ移行したことを知ることができる c これば，この乙ろには種りんが球果の表面に出てきて，

その間隙が産卵場所として適したものになってくるとともに，芽りんがしだいにそり返ってきて産卵場所

としては不適当になるためと思われる。産卵される種りんの位置，球呆上の卵の位置を知るために，若球

果を上部〈先端部)， rll央部，下部〈基部)に分l土さらに湾曲の内側， 外側 l乙区分し， さらに内側から

見て左側および右側とわけで横i';IJ りに 3 段階，縦割りに 4 段階，全部で 12の而 l己分けて調べたととろ，表

7 のようになった。これ:ま上国営林署管内和山国有体のカラマツ林から 1967年 6 月 16 日採集した球果に産

卵された 3 ， 836 f回の卯についての訓査結果である。乙のデータを分散分析したと乙ろ，上中下内外左右と

もにその変動は 1%有意水準で有志差があった。すなわち，球果の中央官1)の湾山の内側!ともっとも多かっ

fこ。

なお芽りん間隙への産卵は雌花の芽りんにのみ行なわれ，一般針葉や雄花，または寒害などのために早

く枯死した雌花の芽りんには全く産卵されない。これは雄花(幼球果〉が何らかの理由により雌成虫を誘

引する乙とを示すものであろう。

10. 1 球果当仁りの産卵数

1 球果当たりの産卵数はその年の春のカラマツ母樹林内における球果の着生数とカラマツタネパエの生

息数によって大きく変わる。 1965年には長野県内では結実促進処理を行なったカラマツ母樹におおむねか

なりの球果の結実をみることができた(関東林木育種場長野支場付近，上国営林署管内和山国有林，自国営

林署管内八ヶ岳，立蓉国有林，佐久郡川上村および八千穂村，西筑摩郡福品町など)。この年に関東林木育

種場長野支場付近と西筑摩郡日義村で産卵数を調べたと乙ろ，大部分の球51Hζ は 1""' 2 個の卵が見いださ

れただけで， 3 個以上のものはほとんどなかった。卵殻は幼虫がふ化した後も践卵場所に付着して残って

おり， 6 月中旬まで産卵数を数える乙とができた(乙の場合の卵殻は芽りんにおいては乾燥してわずかに

褐色を帯びた灰白色，種りん内側においては水分を含んでいるのでやや透明な白色を呈している〉。と乙ろ

が1966年には長野県内では結実促進処理を行なってもいずれの場所でも，雄花のみが多く雌花は非常に少

なかった。この年;ζ上国営林署管内和山国有林と自国営林署管内八ヶ岳，立主主国有林でわずかに結実して

いた球果をそれぞれ 5 月 25 日と 5 月 26 日に採集し， 1 球呆当たりの産卵数を調べたところ表 8 のようであ

った。すなわち， 1965年!こは関東林木育種場長野支場付近や西筑摩郡日義村でみられたように， 1 球果当

たりの産卵数は!まとんどの場合 1""'2 個であったのに比べ， 1966年には母樹どとの 1 球果当たりの産卵数
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表 8. 1 球呆当たりの産卵数 (1966)

庁 No.397

1/ No.413 

2.44 14 ふ 40

1. 36 o 1 17 8.38 6.261 2 

1. 73 o 1 10 2.96 2.6 

1. 21 o 1 18 1. 26 2.41 

••• J-976-9団711Lー2 0 1 1 

。

1. 671 1 1 39 I 15.351 10.311 4 

0 211285 16.2817.181412818.8317.37 

29101411 司1131|8|31157
1.41101712.3712.031 21 914.4711.71 

球果採集木番号

*上回 NO.146 I 10 
1/ No.148 I 8 

上回 No.599 20 

庁 No.725 17 

日間 3区5号(上段〉

H (下段〉

臼田 l区2号(中段)I 28 
M (下段) I 19 

*薬剤散布地域

は上回では平均 4........17個，臼田では平均 3........9 個となっており，最も多く産卵された球果では41伺の卵が見

い出され，非常に多くなっている。西筑摩郡日義村においても表 6 に示されているように多くなっている。

次lζ芽りん間隙内への産卵数と種りん内側への産卵数を比べてみると，それぞれの母樹によって全くま

ちまちであった。とれは球果の形状，発育程度，産卵をうけたH寺期等によって変化するものであろう。し

かし，カラマツタネパエの密度が低い(球果数に対して) 1964年， 1965年には芽りんへの産卵はすべて l

個ずつであった。

11. クローネ内の球果の着生部位と寄生率

1 本の母樹ではクローネの下部lと着生している球呆と， J二部に着生している球果との聞に産卵数に差が

あるか否かを知るととは，乙の害虫の薬剤防除を行なう場合の散布方法にひとつのヒントを与える意味

で，興味ある問題であるが， 1966年には乙の調査に適するような結実木がほとんどなく，わずかに自国営

林署管内八ヶ岳，立事国有林で 2 本みつかったのみであった(表 8 ，下段〉。乙の場合寄生率はすべて100

%であるが産卵数をみると芽りん間隙への産卵数には有意な差はみとめられなかったが，種りん内側への

産卵数と合計の産卵数には，上部の球果と下部の球果との聞に有意な差(危険率 5 %)がみとめられた。

表 9. 球果着生部位と被害率 (1964年，南佐久郡川上村)

球果着生部位どとの H被害球果数/調査球果数"
調査木番号 調査球果数

部|中上 部 下 相:

30 2/10 6/10 0/10 8 

2 30 3/10 0/10 7/10 10 

3 30 4/10 2/10 6/10 12 

4 30 7/10 1/10 6/10 14 

5 30 0/10 1/10 7/10 8 

6 30 1/10 2/10 5/10 8 

計 (6 本) 180 17/60 12/60 31/60 60/180 

% 28.3% 20% 51. 7% 33.3% 



カラマツ球呆の害工hカラマツタネパエ花関する研究 (1111土!・小林・ 111崎・小沢) - 51 ー

また 1964 年 5 }320日に南佐久郡川上村村有林で 6 本の母樹についてクローネを上部， 中央部，下部;ζ分

け，それぞれから 10個の若球果を採集し( 1 本について30f凪合計180個)，被害球果数を調べた結果(表

9) も下部lと被害球果の多い傾向がみられている c 1967年の上田および自国の球果に対する寄生率調査の

結果では， 1 本の母樹全体の寄生率が比較的低い場合(ほ:~50%以下)にはクローネの上部，中部に着生

する球果は下部のそれにくらべて寄生率が低い傾向がうかがえるが，全体の被害率が高い場合(ほぽ50%

以上)には，球果の着生する位慣の高低差による寄生率の差はなくなるという傾向があった。

ZO~OVA (1935) はパイカル地方でクローネの方位(東西南北)， 高低〈上部， 中部，下部)による被害

率のちがいを，それぞれ19本， 20木の母樹について調べているが，それによるとクローネの方位について

は全く差が認められず，高低差のちがいは，上部85.2596，中部77.35箔，下部 74.95% とクローネの上部

の方が被害率が高くなっている加。

12. 卵期間

関東林木育種場長野支場付近のカラマツ母樹林(浅間国有林26林班)内に，花芽調査のために周囲に鉄

ヤグラを組んだ母樹があったので，とれを利用して， 1966年の春に幼球果の芽りんに産みつけられた卵を

樹上で観察することによって，産卵白からふ化前日までの司数を調べたととろ， 表 10 のような結果を得

た。乙れによると，芽りん同隙に産卵された産卵時期の初期における卵期間は平均11 日であった。これは

1964年に西筑摩郡日義村から 5 )1 7 円に産卵日不明の卵〈芽りん間隙〉を，林業試験場木曽分場の研究室

に持ち帰った卵(15個)のふ化前日までの日数の最大のものと一致する。

種りん内側へ産みつけられた場合の卵jlj]WHζついては不明であるが， 1966年 5 月 26 日に上国営林署和山

国有林で採集した球果の中にあった未ふ化卵を東京!と持ち帰ったと乙ろ，ふ化までの経過日数の最も長い

ものは 8 日であった。芽りん問l斑に産みつけられる 4 月下旬""'5 月上旬にくらべ，種りん内側iζ産みつけ

られる 5 月中旬~下旬は当然気温が高くなるので1 卵期間も短くなるものと考えられるコなお， ZONOVA 

(1935) によれば29)，パイカル湖付近における卵期間は 9 日 ""'14 日であるという (ZONOVA は産卵は種りん

の聞に行なわれるとして，芽りん間隙への産卵に言及していないので，乙の卵は種りんに産みつけられた

ものであろう)"

表 10. 卵 期 問

産卵月日

4 月 26 日産卵

4 月 27 日産卵

4 月 30 日産卵

言|・

間(日)

2
9
2

っ
u

l

-

-

4

 

1.6 

1.4 

1.5 

1.7 

13. ふ化幼虫の行動

卵は尾端を下に前端 (P1. 4-E, F，精孔のある方で幼虫はこの部分の卵般をくいやぶってふ化してく

る)を上にして産みつけられる。芽りん間隙に産みつけられた卵からふ化した幼虫は，そのまま芽りんの

上に群生する針葉の聞をはいまわりながら， しだいに上方に向かい， ÝJ]球果の基部に到達すると，哲りん

や種りんのすきまから内部lと穿入する。穿入した場所は種りんにヤニの浸出や変色があるので識別でき



- 52 ー 林業試験場研究報告第 247 号

るr. 1964年:ζ若球果の刊さをおよそ 3 等分して，先端部，中央部，基部とし穿入孔の位置を60球果につ

いて調べたととろ， tiUffS5H岡，中央部 9 個となり，先端部!とは全くみとめられなかった c また球果への穿

入孔は，産卵が湾曲した1~~!lhの外側の芽りんに行なわれるのに対して，内側の環りんに多い。

種りんの内面に産みつけられた卵からふ化した幼虫は，卵の付着している場所で下向して駆りんの内面

を下方に進み，その駆りんの器部にある日系珠に到達する τ その通った道すじは積りんの内側 ~C茶褐色のヤ

ニの浸出した跡となって残るので，球果の若いうちは理りんをはいでみると容易にその径路をたどるとと

ができる (Pl. 5-F)c. 

14. 脱皮

形態の項でも述べたように，この幼虫は卵内で最初の脱皮を行ない， 2 齢幼虫となってふ化してくる c

そして，体長 3 "-'3.5mm 程度に成長すると脱皮を行ない， 3 齢幼虫となる c ふ化から脱皮までの日数:ま

幼虫が球果内:こもぐりとんでいるために，正確に知ることはできなかったが，浅間山麓で芽りん間諜に産

みつけられた卵からふ化した幼虫の脱皮途中の状態をみられるの!ま 5 月中旬から後であるので，ふ化後，

およそ 2 週間ほど経ってから脱皮をするものと思われ毛コ 3 鵠iとな勺た幼虫はおよそ 1 か月:まどして踊に

なる c なお卵内でいつごろ 1 齢幼虫の体形が完成するのかという点について!ま，はっきりしないο 卵内の

脱皮はふ化の前 3"-'4 日ごろから卵殻を透して 2 齢幼虫の口鈎が黒くみえ始めるので，乙の 1 "-' 2 日前で

あろうと尼lわれる。

卵内脱皮， !正子脱皮は半変態性昆虫ではよく知られているが， 変態性昆虫では Coleoptera， N euroｭ

ptera, Lepidoptera のわずかの胞についてのみ知られているという c 胎生はかなり多くの見!:tuとみら

れ， Diptera では，ニクパエ科において一般的に認められるが， これは卵が成熟するまで11室内にとどま

り，産生されるそのl瞬間にふ化し，その幼虫が卵のごとく産卵管を通って産み出されるというっヒツジパ

ムツエッツエパエでは院が大室となってそとで幼虫が発育し，成熟後陛から産下され，すぐに桶になる

という。 これらのものは庇子が成虫体内で前若虫膜 (Pronymphal membrane) と卵殻を破ってふ化し

てくるものと思われるので，卵から出てきたものは，後妊子時代の 1 齢虫と認められるが，本種の場合は

卵として産下されるが明らかにその 1 齢幼虫に相当す老時代を卵内ですどし，卵内で 1 回脱皮を行なって

からふ化してくるので，胎生とは根本的に異なった発育経過といえる。一般的!と認められているように，

卵殻から脱出し自由となった後，最初の脱皮までの時期にあるものを 1 齢幼虫と定義するならば，本種の

幼虫は 1 回脱皮 2 齢経過の発育過程をとることになるが，カラマツタネパエの場合乙のような解釈は不適

当であって，佐子発育の終了，幼虫の器官の形成の終了時から最初の脱皮までのものを 11愉幼虫と定義す

べきだと，忠うので，乙こでは形態の項でのべたように，本種は 2 回脱皮 3 齢経過であるとしたっ

15. 幼虫の摂食行動

幼虫が若い球果内の発背中の紐子のみを摂食し，他の部分(積りんや花l\i!Ilの一部)は，ただ;ffi り道とし

て破壊していくものか，それとも種子と同様に他の部分をも摂食するのかは明らかでない。しかし司じく

若い球果内部を食害する Lobesia 属の幼虫が種子や還りんの区別なく不規則に食害するのに対し， カラ

マツタネパエの幼虫は球果内において明らかに種子から種子へ移動する。

芽りんの間隙に産みつけられた卵からふ化した幼虫は，ほとんどの場合若い球果の基部から内部K穿入

し，まだ非常に柔らかい種皮を食いやぷり，種子の内部にもぐり乙む。そして，その内容物を食いつくす

と多くの場合，同じ穂りんの基部にあるもうひとつの種子に孔道を穿ちながら移動し，次!とは隣りの種り
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んに食い進む。このようにしながら，花軸の回りをラセン状i亡次々と種子を食害しつつ上方に向かうとと

が多い。幼虫の食い進んだ跡は茶褐色のトンネ Jレ状になり，壁面はヤニ，花~~hlと群生する徴毛および幼虫

のρイセツ物でかためられている心 したがって，球果を縦断すると Plate 5-G のような孔道の断面が現

われる n 3 齢幼虫ではその直径は 1mmほどになる。

極りんに住みつけられた卵からふ(じした幼虫も産卵部位が球果の工1:1央部より下である場合が多いので，

やはりほとんどラセン状に上方に食い進み、下方の種子に向かうことはほとんどない。

幼虫が小さいうちは，食害された碩子の内容物がなくなり茶褐色!と変色するけれども，種子の形は残っ

ており，中にはヤニがたまっているロと三ろが幼虫が大きくなると，駆りんの越部が種子どとえぐりとら

れたようにな肌孫子の形はまったく残らない。ただし，花軸と種りんの接着点:ま多くの場合離れずに残

っているので，食害をうけた:fíIi:りんはね滋には変色，枯死をおこすととはない。また， Plate 6-G , H の

小蛾類幼虫 (Lobesia 属やカラマツマダラメイガなど〉のように球果の表面に虫糞を出したり， かじった

りするとともないので，カラマツタネバヱによる被害球果は，初めのうちは外見から健全球果と区別する

ことはむずかしい。しかし，加害をうけた通りんは 7 且中旬ごろから，健全な積りんがまだ緑色を呈して

いるうちに紫色に変色してくるので、 このころ以凌には外見からでも被害球果を見分けることができる

(Pl. 5-C) 。

ひとつの球県を食告:した幼虫が，その球呆をはなれて日IJの球果に移動するととはこれまでの観察から:ま

とんどないと考えられるコ i主卵をうけなかった球県には被害が全く認められないし，実験室で球呆からと

り出した幼虫を球~，~とともに『引、ても，新たに穿入することなく艶死する。球果に穴をあけ，その中に幼

虫を入れても，新たに球J取に穿人させることはむずかしい。

16. 食害量と 1 球果内の幼虫数

l 頭の幼虫がふ化してから老熟するまでの問に食害する若球果内の種子数は，球呆(種子)の発育程度

とその球果に寄生するカラマツタネ/-，'"エ幼虫の食害~i与期によって，かなり違いがある。すなわち，同一場

所でも産卵期l出が 4 j-j 下旬から 5 jJ 中下旬の約 1 か月間(長野県下，標高約 1 ， OOOm における例)にわた

り，この間にカラマツの球栄はかなり急速に発育するので， 5 月上旬から摂食を開始した幼虫と， ~月下

旬から摂食を開始した幼虫とでは実質の摂食量に差はなくとも，種子の大きさが乙の 1 か月の問に非常!と

大きくなるために，jíj者は食害種子数が多くなり. 後者は少なくなるという現象は当然おきるはずであ

{;>c 

1964年の 6 且下旬に， 1 球呆の内部 lこ老熟幼虫が 1 頭だけ見いi'I 'l された球県と， tJJ虫が 2 頭見い出され

た球果について，その峰子数と食害をう:)た積子数を調べたところ，表11のようになった。 6 月下旬は多

くの幼虫が老熟して棋食を終わるI1Ji・ 1闘である G 表11によると， 1 球県に 1 顕の幼虫が寄生するとその球呆

中の約 2/3 程度の種子が食害されると考えられる。普通の大きさの球呆では球県内に老熟幼虫は 1 頭だけ

見い出されるだけであって， 2 1m以上ーの老熟幼虫が寄生しているととはほとんどない。とれはカラマツタ

ネパエの幼虫が利用しうる食物の量が、上記の県食量からみて 1 球呆に合まれる iH:とほ lまつりあっている

という点からみると合理的であるコただし，母樹が若かったりして球果がかなり大型の場合は， 2頭以上

の老熟幼虫が寄生していることがある(表12)c
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表 11. 1 球果内の種子数と食害量

区 分|採集場所(年月日) I 種りん数|種子数|室哲襲|食害種子数|食害率労
52 104 80 る6 70.0 
50 100 77 43 55.8 
48 96 73 る0 68.5 

1 (1964. 6. 26) 51 102 78 53 67.9 
頭 50 100 77 39 50.6 

42 84 64 42 65.6 
西筑摩郡日義村 46 92 70 50 71. 4 

41 82 63 36 57.1 
(1964. 6. 30) 40 80 61 42 68.9 

45 90 69 51 73.9 

A ι五 計 (10球果) 465 930 462 

平 均 93 71. 2 64.9 

2 
54 108 83 63 75.9 
51 102 78 72 92.3 

頭 南佐久郡 Jil 上村 50 100 77 56 72.7 
49 98 10 62 82.7 

(1964. 6. 26) 52 104 80 73 91. 2 
50 100 77 69 89.6 
52 104 80 63 78.7 

メι入z 計 (7 球果〉 358 716 

平 均 78.6 65.4 83.2 

表 12. 1 球果当たりの幼虫数 (1964年)

調査球調数呆査 球さ果(平の大均)き 寄生なし 1 頭 2 頭 3 頭
調査場所 月日 高吉×霊童球果刻銘球果数|労 球果数|労球果数l 免

南佐久郡川上村村有林 6.19 60 26X181 8113.31 42170 8 I 13. 31 2 1 3. 3 

西筑摩郡日義村村有林 6.30 60 23 X 15 1 0 1 0 I 60 I 100 。 010 。

小諸市林木育種場採種林 6.23 100 22 X 13 5 5 93 93 2 の 内

南佐久郡八千穂村村-有林 6. 16 50 20 X 12 26 37 64 。 。 。

北安曇郡松川村村有林 6. 10 30 25 X 16 。 。 21 70 7 23.3 2 6.7 

計 300 26 8.6 253 84.3 17 5.7 4 1.3 

17. 老熟幼虫の落下と鯖化までの日数

1964年 6 月 23 自に関東林木育種場長野文場のカラマツ採種林(浅間国有林， 26林班，標高1000m) で 193

個の球果を採集し，その内部を調べたととろ， 163 個の球果にカラマツタネパエの食害が認められ，その

うちの 108 個の球果には老熟幼虫が見い出され， 11個の球果からは踊が見られた。ところが，残りの45個

の球果にはカラマツタネパエ幼虫による明りような食疲があるにもかかわらず，球果の中 i乙幼虫の姿を認

めることができなかった。そして同年 7 月 2 日には，ほとんどの被害球果は食痕のみがみられ，わずかの

球果から老熟幼虫と踊が見い出されただけであった。 7 月 13日の調査では球果には幼虫は全く見られなか

った。しかし被害球果のあるものには，内部にまれにではあるが!桶がみられた c
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各地で秋に収穫されたカラマツ球果を調べてみても，被害球呆に対する踊の残存率ば非常に低く，:まと

んどの球果は食痕のみが認められる ο 乙れは幼虫が天敵昆虫，病気，その他の原因によって死亡したこと

も当然考えなけれ:まならない。しかし，たとえば寄生昆虫によって死んだ場合ば， 7 月中旬乙ろまでは老

熟幼虫の死体が残っている乙とが多いので， 6 月下旬以後に被害球呆に幼虫や踊が見い出せない場合が多

くなることは，摂食を終えた老熟幼虫が加害球果から脱出し，他の場所で!踊化するためであろうと考えら

れた仁そとで同年 8 月上旬 l乙カラマツ司:樹の樹冠下の落葉層およびその直下の土壌を調べたところ，多

数の蛸を見つけることができたυ すなわち，浅間山麓(標高1， OOOm) においては 6 月中旬から老熟幼虫

は球果からの脱:唱を始め，地上に務下後踊化するが，少数のものは脱出することなくそのまま球果内で嬬

化し， 7 月上旬までには蝿化を完了するものと思われるコ

1965年には摂食を絡えた老熟幼虫の落下を実際に確かめるために， 6 月 22 日に関東林木育種場長野支場

のカラマツ採種林;こ 1mXlmの正方形の受布(傾斜必コのロート状にし， その底の先端{ζ細かい金網を

張ったガラス管をとりつけ，受{ji内に落下した幼虫はこのガラス管内に集まるようになっている)を母樹の

樹冠下に張り，老熟幼虫の落下数を調べた(写真 2)っその結果は表13に示されているが，表中の26林班は

約50年生林， 18i体斑は約 15 年生林で，いずれも 1964 年に環状剥皮処理を行ない結実させたものであり，

後者の球呆は前者の球呆にくらべてやや大きかった$乙の調査では受布を張った時期がややおそく，落下

開始の時期を正確にとらえることはできなかったが，大部分の幼虫ほ 6 月下旬から 7 月上旬にかけて落下

することがわかった:; 18件現では26林班にくらべて，やや遅くまで落下する傾向がみられたが，この両者

は立地条件の似たかなり近い距離にあるので， この傾向は球果の大きさのちがいによる食物の量の差によ

るものかとも思われるつ 湘芥は北机併で，カラマツタネパエと思われる幼虫が好んで降雨時に落下するら

しいω と述べているが‘ われわれもこの

調査の際，とれと同じ現象を観察した。

1965年 4 月 29 日{こ受布有!こ落下した幼

虫を研究室内に持ち帰り，蝋化するまで

に要した日数(幼虫のままでいた日数)

を調べたと乙ろ、表14のようになった c

すなわち，地上に落下した老熟幼虫、はす

ぐに蛸になるのでは♀く、虫Hi f七までに最

も早いもので 2 日間，最も遅いものでは

10日間，平均 5 日間程度を要するととが

わか「た c 乙の間幼虫のまま落葉!国内
写真 2. 落下幼虫調査用受け布(小諸)

表 13. 老熟幼虫の繕下時期 (1965年，浅間山麓)
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所要回数

表 14. 落下幼虫が嬬化するまでに要する日数 (1965年)

3 日 I 4 日 I 5 日 I 6 日 I 7 日 1 8 日 I 9 日 1 10日|平均性空
8 I 22 I 23 I 34 I 7 1 3 1 1 1 1 I 5.2 I 1.4 一個 体 数

を，適当な蛸化場所を求めて移動するものと思われる。

18. 舗化場所と輔の密度

地上に落下した幼虫が蛸化する場所は，落葉層が厚く堆積している場合は，地表から約 5cm 以内の落

葉層の中であり，表面.から 2"'-'3 cm あたりのととろ!三多いっ落葉層が薄い場合は下の土壌にわずかにも

ぐって踊になっており，まれには一部が地表{ζ露出していることもある。桶のある平面的な広がりはこれ

までの調査では，球呆の着生しているカラマツの樹冠下に限られており，落下した幼虫は 5 日間ほど訪虫

表 15. 球果内に残存する舗の割合

(1964年結実，長野県川上村)

被 害 球 果

母樹番号 調査球果数
総(個)数I 被(害労〉率 I 舗(個な〉し I 桶(個あ)り ! 球る果割合数に(対96すrl 被す害る割球果合に(96対>

7 100 90 90.0 87 3 3, 0 5.3 
8 100 59 59.0 55 4 4.0 6.8 
9 96 43 44.8 43 。 0.0 0.0 
10 101 90 89.1 90 。 0.0 0.0 
11 100 83 83.0 80 3 3.0 3.6 

12 99 84 84.8 63 21 2~. 2 25.0 
13 100 81 81. 0 75 6 6.0 7.4 
16 99 65 65.7 61 ι 4.0 6.2 
17 63 52 82.5 50 2 3.2 3.8 
18 103 86 88.5 86 。 0.0 0.0 

19 107 51 47.7 50 O. 1 2.0 
20 101 41 40.6 41 。 0.0 0.0 
21 99 49 49.5 42 7 7.1 14.3 
22 110 79 71.8 72 7 6.4 8.9 
24 91 37 40.7 35 2 2.2 5.4 

25 100 85 85.0 84 1.0 1.2 
26 106 73 68.9 71 2 1.9 2.7 
28 108 52 48.1 52 。 0.0 0.0 
29 101 48 47.5 47 1.0 2.1 
3 84 63 75.0 62 1 1.2 1.6 

合計 I 1, 968 1 ~I q
u
 

q
u
 

4.8 

表 16. カラマツタネパエ揃の大きさ (mm)

，小諸(1964)
地中揖|

|和 (1964)

球果内|小諸(1964)
踊 |臼田 (1964)

mm. I max.1 mean I s. d 

r~I コ|

イ杢

85 

84 

0.10 

0.07 

0.14 

0.09 
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の状態で過すにもかかわらず，落下地面から水平方向にはなはだしく移動する乙とはないようであるコ寄

生視の樹冠下の地中にある蛸の密度は，球果の着生置とカラマツタネパエの寄生率によって大きく変わる

ことは当然で，事実球果の若生量が多く， かつ被害率の高いときにはその樹冠下に踊も多く見い出され

る仁また個々の樹についてみると， ll市!と近いほど多いようであった c 1964年， r到来林水育種嵐長野支場の

採種林で剥皮処理を行ない，やや虫作といわれる程度に結実したカラマツの制対下で，直径 30cm の円内

に含まれる地l回収に存在する拍款を， 40か所について同年 8 月に淵べたところ(蛸が落下する程度心自の

フノレイで落葉聞と土壌をふるいながら踊を採取した)平均 3 制 (O .-_， 7 fl?D 、 1 m2 当たりに換算すると平

均14f園の踊がみつかったコまた， 1965年の老熟幼虫の落下調査では，表12のように 1 m2 当たり 0'"'-'34頭，

平均 4.4 頭であったが，その前年!と落下した幼虫の踊でこの年の春に羽化しなかったものが一部土中に存

在しているので，実際の踊数は落下幼虫放より多少多くなるはずである。また，すでに述べたように‘幼

虫が加害した球果かう脱出することなく、そのまま球果の中央~上部で花輪にやや食い入るようなJbで踊

になっているものもある=そのため、球呆の先端を指で一方向に押すと踊のあるところで花軸が折れるこ

とが多い。被害球果内に舗の残存する割合は表15に示しである。被害球県のうち，おおとね1096以下の球

果にしか踊は残存していなし九また 1964年結実の川上村の球果をみると， 1if，t によってもかなり婦の残存率

!こ差が見られ，また結実年の迩いによっても差があるようである。

多くの幼虫が加害球呆から 'ß~IU して林床で踊になるのに，なぜ少数のものが加者球県の1:[:1で蛸になるの

かその理由はりl らかではないが，成果内に残留している踊と林床の落~sJr'i や地1:[:1 にある踊との大きさを比

較すると，球呆内:こ残存している耐の方がやや大きい傾向がうかがえる(表16) コとのことは，球果で揺に

なった幼虫は何らかの}11!.1.É1で，球果から脱出する機会を失い、過;出幼虫となってそのまま球果I)~で拍化し

たものと考えられる c また，その理由のひとつとしては前述のごとく，この幼虫は老熟すると雨天や湿度

の高い日を好んで球架から脱出港下を行なうらしいので，その時期iζl晴天の n が続~t.:i，力u害球よ~から脱

出する機会をのがすことになることが考えられる。踊の残留している球巣の大きさは.球*を大略，大，

中，小にわけた場合， rll型小型の球果!と多いが，乙れは細谷 (1943) が報告しているごとく 6) , 本種の寄

生をうけた球果は娃全球巣に比較すれば小さいことが多いのであって，踊の残留と球呆の大きさ:ま特!こ関

係ないようであるコ

19. 球果の結実量と被害率

カラマツは結実の間断年数が長く，また，結実の豊凶の差がはげしく，凶作fド!こは事業 (i~な規模での球

果の採取は全くできないのに対し，ひとたび豊年をむかえると，その後数年I I:\Jの附子の需要をまかなうに

足るほど多量に結実する。小沢 (1962)14 】~，'::よると 7 明治時代以後， 1956 "f までのIi\l'と， 木州のカラマツ

種子の主産地では豊fドまたは農作に近い作柄の年は21回あり， 2 '"'-'10年，平均 4 J，fの|日j断年数を示したと

いう。国有林mf事業統計者:による長野営林局管内での毎年のカラマツ組子の採取11\:を表17:と示した。 ζ の

数値は長野県下のカラマツ林の結実状況を直接表示するものではないが ïうなり柱1I喝の 1\:品 1 ものと辺、わ

れ，いかに盟凶の差が大きいものであるかを示している c すでに被害状況の明でのべたように，長野県下

での 1964年から 1966年までの 3 年間の各年のカラマツタネパエによる球加の ~JU~， I件iはをれぞれ， 78.1% , 

57.496 , 96.3彪であった c 表17の乙の 3 年間の種子採取量はそれぞれ17kg ， 403kg , Okg であ勺て.長野

県全体という広い地域をとっても，結実量(この場合は種子探取量)とカラマツタネパエの長答率の問に

は逆の相関関係、があることがうかがわれる。すなわち，わずか 17kg の種子しか採取できなかった 1964年
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長野県

-----...___ 年度

区分 --ｭ

長野営林局|

長野県|
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表 17. 長野営林局管内および長野県下のカラマツ種子採取実績はg)

1954 I 1955 
1 

=1 
1965 I 

〈注) 一線は凶作のため採取量 0 か，またはわずかであった場件。

(1950.--...1970) 

1959 I 1960 

2, 205 

1970 

75 

7 

35 

長野営林局については，国有林野郡業統計書による。長野県については，公宮種子採取実紅Lによる。

の被告:率は78. 1% とかなり高く， 403kg 心採取が行なわれ，凶作続きの中にあっては地較的球呆の結実が

よかったと}J.~われる 1965年の被害率ほ57.4%と低くなり，極度に球よ~の結実が悪く，種子の採取がまった

く行なわれなかった 1966年には，被害率は96.3%と非常な高率となっている c

すでにのべたように，普通の大きさのカラマツ球果ば，カラマツタネパエの幼主が完熟するまでに必要

な食物を 1 頭分しか蔵していないと考えられる。またカラマツ球県以外の寄主はわが国ではまだ見い出さ

れず，たとえあったとしても，カラマツ採種林は多くの場合純料であって、その:体内!とは，他lζ寄主とな

り得るような植物は見当たらないっしたがって，カラマツタネパエは球巣の結実が凶作年である間は，少

ない球果に高い率で寄生することによって，利用可能な食物を効率的に利刑して，球呆の結実量と平行的

lζ個体数を変動させているものと思われる。そして，ひとたび笠作年をむかえ‘前年にくらべ一挙!と数百

倍，数千倍:乙球果が着生するようになると，本種の個体数も増加するものの，その増殖率が球呆の増加率

に追いつかず，そのため球果に対する寄生率が大幅に低下するという現象がおきるものと思われる。過去

にしばしゴ豊作年があり，そのたこFごとに球果を大量に採取しながら虫害が問題とならなかったことは，

このような現象が実際におきているためであろう。また， :'~~~ n~!'ドでなくとも，前年:こ比べて球栄の結実が

良い年には被害は減少し，逆に前年より結実が悪い年:こは悦~Jfがi判力11するという関係が成り立つ。

要するに，カラマツ球果の結実は年によって大幅に変動するために，それを食物としているカラマツタ

ネパエは，凶作年においては当年結実球果の数!こよってその個体数の上限をおさえられており，一部の踊

の休眠延長という手段で食物の変動に対処しているものの，球県の結実状配が他の要因以上に，カラマツ

タネパエの個体数変動に大きな働きをしているものと忠われるつしかし，このような関係を正確に知るた

めには，ある林分における球呆数の年次変動を調べることが前科となるが，カラマツは， 10， 000個以上の

球果をつける母樹からまったく， 結実をみない母樹までさまざまな段階の結実を示すものであり， しか

も，球果は母樹のクローネの上部にわ生することが多し 地上 10m 以上の高所にあることが普通であっ

て，その調査には多大の労力を要する。上記の関係の証明には球呆結実状況の簡易な標示方法のIJ~発が必

要である。

なお， 1967年には長野県全体にわたる被害調査を実施することはできなかったが，われわれが防除試験

を行なった上回試験地と日田試験地仰の被害率は，表18:[他の調査事項とともに示しである。これによる

と，上国信林署管内和山国有林では，平均で67.796の球果!C被害が認められたのに対して，日間営林署管
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表 18. 上田・自由試験地のカラマツタネパエ被害率 (1967.6.16 結実促進処理木)

食り害の食球果害種1 個子数当た
調査球果数 被I虫H害p白t球e生r果a息掠率内白金

平均(最小~最大)

683 号 上下中段 79 88.6 91.1 34.0 25.7 
114 86.8 87.7 34.0 7へJ70 7.1 

上
6 100. 。 100. 。 52.2 32へJï2 33.3 

田 726 号 下中七 88 72.7 72.7 17. 1 2~51 0.0 
F邑... 54 62.9 62.9 26.6 18'-""'-47 8.8 

61 75.4 80.3 20.7 2'-""'-45 6.5 
林

署 735 号 上下中 67 73.4 76.1 21. 2 2.-.....-52 0.0 
63 54.0 55.5 16.0 3""'J39 0.0 

和 110 64.6 65.5 25.2 2.-.....-59 4.2 

止l

780 号 上下中国
92 68.4 69.5 17.9 2.-.....-42 0.0 
97 26.8 28.8 21.6 2"'37 7.7 

有 43 67.4 67.4 20. 7 1"'39 6.9 

林

781 号 上下中 L03 55.3 56.3 22.2 2"'-'62 1.8 
80 63. 7 63.7 29.3 1.-.....-76 0.0 
47 55.3 55.3 23.7 1"'-'39 7.7 

平 均 4
・nv 

67.7 68.9 25.5 5. 3"'54.3-' 7.3 

S -3-26 ←中|二段 101 100. 。 19.6 2-----63 0.0 
94 98.1 100. 。 38. 7 3"'-'88 0.0 

S-3-28 占 67 62.7 79.1 14.1 1........40 0.0 
56 73.2 92.9 13.5 1"'-'42 4.9 

臼 8-ω 吉 91 100. 。 52.8 13"'-'98 4. ..; 

田 46 100.0 100. 。 66.0 9........87 23.9 

戸首主... 

S-6-3 中 100. 。 26.3 1.-....-72 2.0 

林 62 98.4 98.4 43.9 3"'-'101 8.2 

署 S-6-7 下 51 100. 。 100.0 43.1 5........72 9.8 
立

手~t
F-l “ 2 下上中 90 100.0 69.0 29~95 11. 1 

102 100. 。 100. 。 49.5 7"'-'87 1.0 
国 32 100.0 100. 。 61. 2 28........-98 25.0 

有

F-2-2 上下中 128 96.9 97.7 41. 0 3~78 0.0 
林 100 100.0 100.0 51.2 22~90 8.0 

99 100.0 100.0 53.8 9......__86 10.1 

F-4-3 占 100.0 I 43.0 2~9己

100. 。 45.9 §へJ74 25.0 

F十 7 古 98.0 26.0 4.-....-66 0.0 
116 98.3 99. 1 26.2 1.-.....-58 0.9 

一ー一一

平 均 95.5 41. 4 7.8"'78.4 7.1 

内立科国有林では95.6%とほとんどすべての球巣が被害をうけていたコただし，このr.hi者の被害半ば，す

べて結実促進処理を施して結実させた時掛から採取した球果についての調査結果である c 表17による壬，

1967年の長野営林局管内のカラマツ種子採取量は 175kg であって， 両試験地のこの年の自然結実状況は

われわれの観察でも決して良いものではなかった;それにもかかわらず， このような被害率の発がlii じた

ことは，両試験地を取り巻く環境のちがいが主な原因であろう。すなわち， J- 同試験地のカラマツ林は約

5 ha の孤立した林分であって， 全体で約500本のほ闘のうち約100本に各店:の結実促進処理が施され，こ
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の林のある谷には乙の母樹林以外lとはカラマツ壮齢林がないのに対し，臼回試験地では，ひとつの谷全体

が林齢66年の大面積人工林であって，乙の中の72本の母樹に結実促進処理が行なわれたコし，たがって，両

者とも結実促進処理を行なって球果をつけさせたものの，前者では周辺からのカラマツタネパエ成虫の飛

来，産卵が少なく，後者ではこれが多かったために，このような結果になったものと思われる。

20. 死亡要因の概要

1965年巳はカラマツ球果に対するカラマツタネノfエの加害密度が低く，寄生をうけた場合でもほとんど

が 1 球果に 1 個の産卵であ「て， ふ ítせずに死亡した卵は見い出されなかったc しかし， 1966 年になる

と，球果の結実が非常に悪く，ほとんどの成果はカラマツタネパエの寄生をろ;九しかも 1 球呆当たり

の産卵数は表 7 ，表 8 ，ζ示されているようにかなり多くなった。そのうち，去りん i司 1;京:こ産みつけられた

卵についての死亡率を知ることができたっすなわち， 1966年 5 月 25 日に採集した球県を東京・目黒の実験

室に持ち帰って調査したが， 数日のうちに球呆およびその芽りんに見い出された卵および生存幼虫の数

は，表19のようになったc このころまでには芽りんへ産みつけられた卵はふ化すべきものは全てふ化して

おり，ふ化しなかった卵はやや黒ずみ，はっきりと死亡していることがわかった υ しかし，種りん内側に

産みつけられた卵にはまだ末ふ化卵が残っておっ，また死亡卵の変色も;まっきりせず， この両者を区別す

ることがむずかしかったので，表18にはこれを一括してのせである n

表19の芽りん悶|績にうみつけられた卵の死亡率をみるとほぼ1096前役であって， 1 球県当たり(この場

合は球呆の下の芽りん当たり〉の産卵数が多い場合:こ卵死亡率が1096をこえていることが多く，少ない場

合には死亡率も低い傾向がうかがえる。卵の死亡要因としては卵寄生ばち(開名不明)が 1 種あるが，そ

の数は少なく，多くは原因不明の不ふ化卵である c 1967年!こは表181ζ示すごとく，ふたたこF球果lζ対する

カラマツタネパエの寄生率は低くなり，寄生をうけたj来月ミに!立 l 悩の卵のみが産みつ才られ，死亡卵は見

当たらなくなった。種りん内部に産みつけられた卵についても， 1964年， 1966年に行なった調査でほ死亡

卵を見ることはなかった c 1966年には調査時期が極りん内の卵のふ化現の途中であって，未ふ化卵と死亡

卵を正確に区別することができなかったが，死亡卵と見なすべき卵の数は少なく，上記の芽りん舟の卵の

表 19. 卵と幼虫の死亡率(1966 午 5 月下旬)

調査 芽りん間隙への(G.卵71" 極:) ん JJj 1指への産卵

球呆採集木番号

判10 毒装25| 続35出立23・-438;1型味10.7 官10 接此0J叩35 44425j40 12存悼101 71雲4 J二|五 No.146

11 No.148 81 171 01 2.131 0.0 91 47.1 581 () 8.381 121 79.3 

11 No.397 241 661 1513.38118.51 23165.2 311 ~I ， 2.961 18141.9 

11 No.413 62 143 2~! 2.71 13.8 45 43 1. 42 211 53.3 

11 No.599 20 22 3! 1. 25 6.7 151 .31. 8 149 35 9.20 721 51.7 

11 No.725 17 31 2 1.94 6.1 191 38.7 236 588 i 15.35 117 50.4 

臼田 3 区 5 号上段 42 49 1 1 124 

5.8 191 61. 2 60 l|1.86 151 75.0 

" 11 下段 18 41 2.56 10.9 131 68.3 98 181 81. 6 

自国 1-2 中段 28 45 1. 71 6.3 211 53. J 31 111 1.50 151 51. 6 

.'1 11 下段 19 38 2.11 5.0 11[ 71. 1¥ 39 61 2.37 81 79.5 

nc 
d

吐つ白 56.2: い
一
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死亡率を上まわる乙と:まないと思われる九卵の死亡率は一般にきわめて低いものといえるす

次に幼虫の死亡についてみると. 1964年， 1965年および1967年にはまれに球果内で捕食性のDiptera(p

名不明)の幼虫に殺されたカラマツタネパエ幼虫が見られた以外はほとんど幼虫Jtilの死仁はなかった。し

かし. 1966年には、球果に対する産卵数が高まり，それにつれてかなりの幼虫WIの死亡がおこったれすな

わち， 5 月 F句の訓査結 ~.f~である表19をみると，たとえば上川 No.146 の母悩では， 10個の球果で25航の

ふ化卵が芽りん間隙で見つかったが，そのうi存幼虫ば 10 頭であって， 15 頭の幼虫はすでに死亡していた

〈死亡率60.0巧)ニ 5 月下旬は芽りん内の卵からふ化した 2 齢幼虫が 3 舗への脱皮を始めた時期であるので，

表19の芽りん間隙への産卵のころの幼虫死亡率は，ふ化してから脱皮するまでの 2 帥期間を通じての死亡

率とみなせるものである。 10本の母闘の平均では56.2%の死亡が乙の期間!とおこっており， lJl~死亡*と同

様に密度の高い場合!と乙の死亡率も高くなる傾向がうかがわれる。そして，このころまでに芽りん内の卵

から発育した 2 齢の後期， または 3 齢の幼虫は 1 球果にほ:ま 1 頭しか生存しないようになったく表20参

照)。 なお， 芽りん閣隙でふイじした幼虫lま球呆にたどりつき，穿入するまでに約 1 I時間から 3 時閣を要す

るのであって，その穿入孔は球果のりん)午を精細に観察する乙とによって識別が可能である c 上 III No. 397 

の母出から採取した 19伺の球果についてこれを調べ1;ニので，これを他の調査数値とともに表20に示したり

これによると， 19錨の球呆の合計で， 59側のØ'li から幼虫がふ化したのに，球県への穿入に或功したものは

39Mであって，ふ化幼虫の33.9.96にあたる他の20頭は芽りん間隙でふ化し.てから球県に穿入するまでのmJ

に死亡したことになる。とのi司に風雨にうたれたりして落下するか，天敵にJIIì食されることがあるのであ

ろうと推定される。また，穿入に成功した39頭のうち， 5 }J下旬まで生存していたものは17頭であって，

表 20. 球果どとの産卵・穿入孔・幼虫・食害種子の敬

(1966年 8 月下旬，上田 397 号木)

球呆番号 生大幼存虫中型数・ 種りん内産卵数 生存小塑 食 笠l!f
穿入孔No. ふ{じ|死亡 ふ 化 I j未9tふ化十じ 幼虫数 極子数

1 1 3 6 。 13 
2 2 2 1 3 7 l 7 
3 6 2 3 1 。 1 22 
4 4 。 2 。 5 。 。 。

5 3 3 。 3 。 6 

6 2 2 。 。 19 
7 4 。 3 1 。 l 38 
8 4 2 1 。 3 。 ゐ2
9 2 l 2 3 25 
10 3 0(2) l 。 31 

11 4 。 2 5 2 。 42 
12 。 2 26 
13 3 。 3 3 0(1) 38 
14 2 。 2 。 。 。 38 
15 5 。 3 >ワ 2 2 2 40 

16 3 。 3 1(1) 。 。 。 37 
17 5 。 2 。 l 2 l 7 
18 3 3 2 2 。 (2) 35 
19 3 1 2 40 

ムロ、 昔|・ 59 13 39 38 14 496 

均 0.9 1.6 26.1 

(注) ( )内は確認された死亡幼虫数。
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残りの22頭 (56.4%) は穿入後死亡した乙とになるっこの原因としては， 1 球果に 2 頭以上の幼虫が穿入

した場合，種子がすでに他の幼虫Irよって摂食されていたために食物にありつけずに死亡すること，幼虫

同志が接触し，その際にきづっけられ死亡すること， また， 前述のDiptera の幼虫による捕食など天敵

!とよって殺されるととなどが考えられるっこの 1966年のように食物である球果の結実が非常に悪く， 1 球

果に多数の卵が産みつけられたような場弁は，食物をめぐる積内競争が主な死亡要因となっているといえ

よう c なお，死亡した幼虫は老熟幼虫と新しい死体をのぞき，多くの場合は体がとけてしまい，死体を確

認することは容易でない。

5 月下旬は表19，表20に示されているように種りん内に産みつけられた卵のふ化の最盛期にあたり，こ

の卵からふ化した幼生はいまだ小型であるので， 卵殻から食物である種子への軌跡、をたどるととによっ

て，芽りん内の卵からふ化して球果に穿入している前記の I=þ ・大担幼虫と区別できる ζ1 乙の小型幼虫の生

存数とふ化卵数に対する死亡率が，表19の種りん間隙への産卵の項に示しである c たとえば，上回 No.146

の母樹から採取された 10球果!とついてみると，種りんIdJ隙には35個のふ化卵があったにもかかわらず， 5 

月下旬まで生存していた幼虫はわずか10頭であり，ふ化してからわずかの期間に71. 4労の幼虫が死亡して

いた。 10本の母樹の平均では63.4郊の幼虫が死亡したことになるが，これは 5 月下旬での数値であって，

その後との死亡率はほぼ 100箔に近くなるものと思われるコこの死亡の原因としてはほとんどの場合，食

物不足によるものと考えら・れる p すなわち，表20'と示されているように，先:と球果?と穿入している発育の

進んでいる芽りん内の卵からの幼虫によ「て，すでに球:果内の積子はかなりの程度食害をうけている場合

が多いので，この積りん内の卵からおくれてふ化してきたがJ虫ば，食物である種子にありつくことができ

ずに死亡したと考えられる死亡例が多かった。また，他のý，}j虫がjm った跡!ζ流出するヤニ!ととりまかれて

死亡している例もときどき見られた。 1967年にほ寄生率ば低くなり，上記のような1966年にみられた幼虫

期の死亡はほとんどみられなかった。

3 齢幼虫になってから，老熟して加害球果を脱出して地上に落下するまで，または力n害隊果内で踊化す

るまでの期間の死亡についてはくわしく調べる乙とはできなかったが，この時期の死亡は一般に低いよう

である。 ζの聞の死亡要因の主なものは前述の Diptera の幼虫による捕食であって， とれは表18~とある

ように，局所的にはカラマツタネパエ食害球果の20-----30%'ζ認められたが一般的には10%をこえるもので

はなかった c そのほか， 1966年には多数の幼虫が寄生した球果の場合には，食物不足による死亡，幼虫相

互の接触による死亡もみられた。また，地上に落下してから踊化するまでには約 5 日 j討を要するので，こ

の聞にもアリ類による捕食などが当然あるはずであるが，これについては調査できなかった。

1964年に採取した蝋の死亡率は表21のようであった。すなわち， 1964年の秋に球果からとり出した踊を

ペトリシャーレ花入れておき，翌春および翌々春lζ羽化を調べた場合の踊の死亡率は約7096であった。そ

表 21. カラマツタネパエ踊の死亡率(1964年採集)

採 集 地 イ 4 羽化数ト保存場調査踊 死亡率 l 

場 所 1965年~間 寄生蜂|死ごもりその他

海関長日東野間ノ営林支口林場国木育署有管種林場内 被害球呆内 室内 5731 169 69.8 8 

同上 野外 8 68.0 。

同 上 地 ヰl 同上 11 95.3 一
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の死亡原因!ま，蛸殻内で成虫の形ができていながら，何らかの原因で羽化できずに死亡するいわゆる死ご

もりが最も多く，全蝦数の45%，死亡!踊数の65%を占めている円次に多いのが寄生峰の寄生による死亡で

あり，全腕数の25%，死亡踊数の3396を占めているr 乙こで調べた踊は19641， 1:.9 刀 18 日!こ採取された球果

からとり出されたもので，被寄生踊はそれ以前に寄生をうけたことは確かであるが，幼虫時 '1こすでに寄生

蜂の産卵をうけたものか，踊!となってから産卵されたものかは不明であるロ寄生虫事は次のような 5 種が見

い出されたが，積名についてはまだ不明である。

Aηogmus sp. 

Ceraphronidae の 1 f毛

C戸lÏpidae の l 種

Braconinae の 1 種

ヒメパチの 1 程

このうち最も寄生事の高いものは Braconinae の l 種である。なおこの Braconinae の 1 種!こはカラ

マツタネ〆エの踊の中で，幼虫のまま 2 年間をすごし翌々春に羽化するものがある。これまでのべた輔の

死亡は球果内から踊をとり IH してシャーレに入れ，実験室内に置くというかなり不自然な状態のもとで調

べられたものであるが， 1964，.....__ 1967年に自然状態で羽化状況を調べた時の踊の死亡率は，次のようであっ

た。すなわち， 1964年の秋に球呆を採取し，とれをナイロンスクリーン製の袋に入れて，カラマツ母樹の

樹冠内に放置して羽化時期を調べた材料の一部の球呆を持ち帰り，球県内の踊を~I~べたと乙ろ， 25個の蛸

の殻がみつかり，このうち68%は羽化することなく死亡していた。乙の場合の死亡原因ば死ごもりと寄生

蜂が半々であったc 調査踊数は少ないが死亡の起乙り方は前記のものとよく似ている。

1964年の秋に地中から 253 伺の蝋を採集し. これをやはり自然状態に近い状態で放置したものからは

1965年の春に11頭， 1966 年の春には 1 頭の成虫が出現し， 1967 年の春には全く羽化がなかったっこれを

1967年の春にとり出して調べたと乙ろ，生存蛸はなかった 3 乙の場合の死亡率は95%に達するコ死因につ

いては調べられなかった。ただし，乙の場合は地中から踊を採集したH寺に，すでに死亡していた古い踊が

相当に混在していたと思われ， 1964年に加害球果から脱出した幼虫の蛸は 253 個のうちいくつかは不明で

あるものの，実際の死亡率はとの95%よりは低いはずであるヲ以上のべたように，踊時代の死亡率はかな

り高いc 乙れは嬬期間が夏から翌春までにわたり，場合によっては，さらにもう 1 年を掃のまますごすも

のがあり，卵，幼虫，成虫の期間 lさくらべ非常に長いために，多くの障害をうける機会が多いためであろ

。
'
つ

成虫が羽化した後，産卵するまでには 3 週間程度かかるので，この間にもかなりの死亡がおきると思わ

れるが，これについては全く不明である。しかし，標高 1 ， OOOm の浅間山麓では羽化の始まる 4 月上旬か

ら産卵の開始される 4 月下旬までは， しばしば気温が氷点下に下がるととがあり，また成虫の食物となる

ような植物も少なく，食物と気象との関係で成虫が死亡する場合がある乙とは容易に想像される。
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図版説明

(Explanation of plates) 

Plate 1 

成虫 Adult 

A. 雄 Male (Length of body 4.5'"'-'5 mm). 

B. 雄(頭部) Female (Dorsal aspect of h回d).

C. 尾端部側面 Lateral aspect of hypopygium. 

D. 尾端部 Caudal aspect of hypopygium. 

E. 第 S 腹節板 Ventral aspect of fifth sternite. 

F. 触角 Antenna 

Plate 2 

幼虫 Larva 

A. 成熟幼虫 (Mature larva) Third inst. larva (>5 mm). 

B. 頭部側面 Lateral aspect of cephalic part. 

C. 頭部腹面 Ventral aspect of cephalic part. 

D. 尾端部側面 Lateral aspect of caudal part. 

E. 尾端部 Caudal aspect of caudal part. 

PIate 3 

幼虫 Larva 

A. 咽頭骨格( 1 齢) Lateral aspect of pharyngeal skeleton (lst instふ

B. 咽頭骨格 (2 齢) Lateral aspect of pharyngeal skeleton (2nd instふ

C. 咽頭骨格 (3 齢〉 Lateral aspect of pharyngeaI skeleton (3rd instふ

D. 前気門 (2 齢) Anterior spirac1e (2nd instふ

E. 前気門 (3 齢) Anterior spirac1e (3rd instふ

F. 後気門 (1 齢〉 Posterior spiracle (1st instふ

G. 後気門板 (2 齢) Posterior spirac1e plate (2nd instふ

H. 後気門坂 (3 齢) Posterior spirac1e plate (3rd instふ

Plate 4 

踊 Puparia (4. 2~4. 8mm). 

A. 踊 Dorsal aspect. 

B. 頭部側面 Lateral aspect of cephalic part. 

C. 尾端部 Caudal aspect of caudal part. 
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Plate 5 

Plate 6 
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D. ftl りん刈の卵 Eggs under the cone-scalc. 

E-F. 卵 Egg (L. 1. 4mm ,........1. 6mm). 

A. 包りん内!と産みつけられた卵 An egg among the bract-scales. 

B. 唾りん内に産みつけられた卵 A.n egg under the cone-scale. 

c. 被害球果 lnjured cone. 

D. 被害球梨と若齢幼虫 A young Iarva in injured cone. 

E. 加害された若球県 Il1jured you ng cone. 

F. 加害された種子とりん片および陛下された卵

G. 

A. 

B. 

c. 
D. 

E. 

F. 

G. 

H. 

Injured seecl and cone-scale (right two) , ancl an egg insicle the cone-scale. 

加害された成熟球県 Injurecl full gro.vn cone. 

卵内の 11愉虫 First instar larva in the egg. 

2 iJ，~ýJ].9:t Second instar larva. 

3 齢幼虫 A full grown larva (3rd instふ

羽化しつつある成虫(背面) Adult emerging from the puparia (dorsal aspect). 

乳化しつつある成山 (JI長田) Adult emerging from the puparia (ventral aspect). 

羽化(地rll踊からの羽化) Adult emerged from the puparia in the soil. 

小蛾類幼虫に食害されたまま果 lnjured cone by a microlepidoptera larva. 

被害球県内の小蛾矧幼虫 A microlepicloptera larva in an injurecl cone. 

Studies on the Larch Cone Maggot, Hylemyα laricicola KARL 

(Diptera : )[uscidae) 

Fusao YAMADA (1), Kazumi KOBAYASHI(2) , Saburo YAMAZAKI(3> ancl Takahiro OZAWA <4)

Summary 

"¥Yith the development of forest tree improvement programs and increased need for reｭ

forestation , the importance of know�g more about cone and seed infesting il1sects has been 
recognized in Japan recently. However, few studies have been conducted on cone and seed 

insects of Japanese forest trees. 

Information on larch cone-and seed-destroyil1g insects is urgently needed today, because 

the larch seed crop has been poor for the last decade and nurseries have been greatly hampered 

by the shortage of seed. To produce more larch seeds ancl to hasten the larch tree improveｭ

ment program, some artificial fruit bearing methods Ii.ke fert i1ization, thinning and girdling 

have been carried out in Nagano prefecture, central ]apan, which is the most important larch 

seed and seedling producing area. But the young larch con白 which grow naturally in some 

Received April 22, ] 972 
(1)-(3) Protection Division 
(4) Kiso Sub-Branch Station 
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localities or by means of artificial fruit bearing rnethods are so severely damaged by insects 

that few seed are produced. From 1964 to 1967 we studied larch cone insects and found that 

the fo l1O,\"ring insects infest developing larch con田.

Japanese larch pyralid (Cryρtoblabes lariciana MUTUURA, Pylaridae) 

Larch leaf roller (Sρilonota laricαna HEINEMAN, Tortoricidae) 

Larch cone miner (Robesia aeolo�a MEYRICK , Tortoricidae) 

Larch cone maggot (Hy台mya laricicola KARL, Muscic1ae) 

Larch cone midge (Unknown, Itomic1ae) 

The most injurious insect among these is the larch cone maggot, which has been knO¥vn 

as a serious pest in larch cones in Europe, Siberia, and North Korea and was first recorded 
in Japan by us. We investigatec1 the life history anc1 sorne aspects of rnorphology of this insect 

and gained some new knowlec1ge about it. 

The results of our stucliεs are as fo11ow8: 

( 1) This insect passes winter in the pupal stage. The pupae are usually found in the 

soil or the litter unc1er the larch tree crowns, but often found within the infested larch cones. 

The pllpae in the cones are rather larger thal1 those in the soi1. As the larvae leave the 

cones readily when it is rainy. it seems that the pupae in the cones originated from larvae 

which lost the opportunity of leaving the cones and over-matured in the con回.

(2) Adults emerged from early April to early May and the peak of emergence ¥....as midｭ

dle April in the larch forest (about 1, 000 111 above sea level) at the side of Mt. Asama, in 

1965. But, as the temperature in the spring of this year was unusually cold, it seems likely 

that the perlod of emergence would be earlier by abollt ten days il1 normal average years. 

l'vlales emerged throughout the emergence period bl1t females began to emerge later than males. 

Emergence from the pllpa in the soil or the litter is later than from the pupa in the cone. 

The sex-ratio is approxirnately 1 : 1. A verage longevity of the adult in the laboratory (enｭ

closec1 in a glass tl1be with honey and water) is: 12.4 days for male. 18.8 days for female. lt 

is sllpposed that they will live mllch longer under natllral conditions. Larger nllmbers of 

adult flies emerge from the pupae in the spring of the year after their attack on cones, bllt 

some of them appear to remain for another year and emerge in the second spring. The posｭ

sibility remains that a fe,," may spend more than one winter in pupation and emerge the 

third spring. It seems that by this retardation, thc species is protected fro111 extermination 

by a cone-crop failure. 

(3) The female has eleven ovarioles in each ovary and each ovariole contains fOllr 

oocytes. It seems that the female has the ability to lay 88 eggs. The ovary is not rnature in 

the ne¥vly emerged female ,vhen reared in the glass tube with honey and water. Apparetly 

it takes about tv .. 'enty days for newly emerged females to become mature enough to lay eggs 

under natural conc1itions. 

( 4) Eggs are laid arnong the bud-scales at the base of the yOllng cone when the bracts 

cover the sl1rface of the young cone (it is from late April to early May at 1, 000 rn above sea 

level at the side of Mt. Asarna). Eggs are ahvays fOl1nd on the outer sic1e of the cone stalk 

which curves on accollnt of the lIpright.standing natl1re of the young cone. At the time ¥vhen 

thc cone scales grow to cover the surface of the young cone, eggs are laid under lhe coneｭ

scales. The number of eggs in each cone varies with the relative conc1ition of the populations 

between the insect and the cone. When con田 are abundant. one egg is lIsually laid on each 
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cone, but when they are scarce severa1 eggs are found on each cone and often more than ten 

eggs are laid on one cone. The incubation period is 7'""'-'13 days, 11 days on the average. The 

o'liposition period is from late April to late May at the side of Mt. Asama. The beginning of 

oviposition seems to be closely related with the flying period of the larch pollen. The end of 

flying period of the larch pollen coincides with the beginning of the emergence period. It 

varies from year to year and from place to place. At the side of Mt. Fuji about 2, 500 m 

above s田 level， eggs are found even in 回rly J叫y.

(5) 1st instar larva is found only in the egg. Cepharopharingeal skeleton, caudal spiraｭ

c1es and skin of 1st instar larva are found in the egg after hatching. The larva hatches out of 

the egg after becoming 2nd instar. 1n spite of 出e smal1 body (1. 2 mm  in length. 0.4 mm in 

maximum width) the newly hatched larva has the same prothoracic spiracles, cepharopharyngeal 

skeleton and caudal spiracles in pattern and size as those of the larva which is ready to beｭ

come 3rd instar after growing 3. 0~3. 5 mm  long. 

( 6) The larva newly hatched from the egg on the bud-scales crawls over the scales and 

needles below the young cone for one or two hours and then after reaching the base of the 

cone enters to search out the seeds. The larva from the egg under the cone scales mines 

between cone scales until it reaches the seeds. Here it enters the seed to eat the contents. 

As they develop, they bore through the scales from one seed to another , forming tortuous 

burrows throughout the cone. 

(7) On growing to 3.0........3.5 mm  in length and 1. 0 mm  in maximum width, about two 

weeks after hatchil1g , they moult to the 3rd instar. The duration of the 3rd instar is approxiｭ

mately one month and larvae destroy about 50..........7096 of seeds in one cone. The full-grown 

larvae (5.0-----6.0 m m  in length, 1. 7 mm  in maximum width) leave the cone and drop on the 

soi1 readily when it is rainy from mid-June to early July at the side of Mt. Asama. They 

crawl among the humus for about five days to search out desirable pupating sites. 

(8) The egg mortality is very low. Al1 eggs collected by us hatched in 1964 and 1965, 
when one or two eggs were found in one cone. 1n 1966, when more than ten eggs were found 

in one cone, about 596 of the eggs were kil1ed by a parasite. The mortality in the larval 

stage varies with population density. 1t s閃ms that a young larch cone of average size has 

capacity of supplying avai1able food for on1y one ful1-grown larva. Even when more than the 

eggs we are found in one cone and most of them hatched, we found only one full-grown larva 

per cone in most cas回 in mid-or late-June. Besides the shortage of food, a predator exists as 

the mortality factor of the larva. Larvae of a dipterous parasite were often observed eating 

the larch cone maggots within the cones in mid-and late-June at the side of Mt. Asama. The 

mortality of pupa 1s high. Puparia numbering 849 were taken out from the cones which were 

collected on September 18 in 1964 from the larch forest on the foothil1 of Mt. Yatsugatake. 

Adults emerged from 3096 of these puparia in spring 1965 and 1966, but 70箔 of them died. 

We observed that only 16 adult flies emerged from 253 puparia in the soil in 1965. Four 

species of parasites were recognized in the pupal stage of the larch cone maggot. 
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